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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】望ましくない植物病原性真菌、特には、ダイズサビ病の駆除に非常によく適する
新規の活性物質の組み合わせを提供する。
【解決手段】一方でグリホサート、グルホシナートもしくはグルホシナートアンモニウム
から選択される公知除草剤および、他方で、例えば、テブコナゾール、アゾオキシストロ
ビン、フルオキサストロビン、アザコナゾール、エタコナゾール、等から選択される公知
殺真菌剤を含む活性物質の組み合わせを、前記除草剤に耐性であるトランスジェニック植
物に適用する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
グループ（１）　以下から選択される除草剤
（１－２）グルホシナート
（１－３）グルホシナート－アンモニウム
（１－１）グリホサート
および下記グループ（２）から（２３）から選択される少なくとも１種類の活性化合物を
含む活性化合物の組み合わせ：
グループ（２）　以下から選択されるストロビルリン
（２－１）アゾキシストロビン、（２－２）フルオキサストロビン、（２－３）（２Ｅ）
－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロ－４－ピリ
ミジニル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（
２－４）トリフロキシストロビン、（２－５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－
メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エ
チリデン｝－アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド、（２－６）（２Ｅ）－
２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフル
オロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド、（２－７
）オリサストロビン、（２－８）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ
）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル
｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾル－３－オン、（２－９
）クレソキシム－メチル、（２－１０）ジモキシストロビン、（２－１１）ピコキシスト
ロビン、（２－１２）ピラクロストロビン、（２－１３）メトミノストロビン、（２－１
４）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－２
－フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル
｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（２－１５）エネストロブリン
、
グループ（３）　以下から選択されるトリアゾール
（３－１）アザコナゾール、（３－２）エタコナゾール、（３－３）プロピコナゾール、
（３－４）ジフェノコナゾール、（３－５）ブロムコナゾール、（３－６）シプロコナゾ
ール、（３－７）ヘキサコナゾール、（３－８）ペンコナゾール、（３－９）ミクロブタ
ニル、（３－１０）テトラコナゾール、（３－１１）フルトリアホール、（３－１２）エ
ポキシコナゾール、（３－１３）フルシラゾール、（３－１４）シメコナゾール、（３－
１５）プロチオコナゾール、（３－１６）フェンブコナゾール、（３－１７）テブコナゾ
ール、（３－１８）イプコナゾール、（３－１９）メトコナゾール、（３－２０）トリチ
コナゾール、（３－２１）ビテルタノール、（３－２２）トリアジメノール、（３－２３
）トリアジメフォン、（３－２４）フルキンコナゾール、（３－２５）キンコナゾール、
（３－２６）アミスルブロン、
グループ（４）　以下から選択されるスルフェンアミド
（４－１）ジクロフルアニド、（４－２）トリルフルアニド、（４－３）Ｎ－（４－クロ
ロ－２－ニトロフェニル）－Ｎ－エチル－４－メチルベンゼンスルホンアミド、
グループ（５）　以下から選択されるバリンアミド
（５－１）イプロバリカルブ、（５－２）Ｎ１－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェ
ニル）－２－プロピニル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチル
スルホニル）－Ｄ－バリンアミド、（５－３）ベンチアバリカルブ、
グループ（６）　以下から選択されるカルボキサミド
（６－１）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１，３－ジメチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）
フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（６－３）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－クロロ－１，３－
ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４）３－（ジフルオロメチル
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）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボキサミド、（６－５）３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－
ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（６－６）３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブ
チル）フェニル］－５－クロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（６－７）１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－８）５－フルオロ－１，３－ジメチル
－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（６－９）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３
，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－
１０）３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチル
ブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－１１）３－（トリ
フルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブ
チル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－１２）３－（トリフ
ルオロメチル）－５－クロロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル
）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－１３）Ｎ－［２－（１，
３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベンズアミド、（６－１４）２－ヨード－
Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］ベンズアミド、（６－１５）Ｎ
－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフルオロメチル）ベンズア
ミド、（６－１６）２－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチル
ブチル）フェニル］ベンズアミド、（６－１７）２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメ
チルインダン－４－イル）ニコチンアミド、（６－１８）ボスカリド、（６－１９）フラ
メトピル、（６－２０）Ｎ－（３－ｐ－トリルチオフェン－２－イル）－１－メチル－３
－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２１）ペンチオ
ピラド、（６－２２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－
４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド、（６－２３）Ｎ－
（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－３　－（
ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２４
）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（メトキシイミ
ノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（６－２５）３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－
４’－［（Ｅ）－（メトキシイミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２６）Ｎ－（３’，４’－ジ
クロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２７）Ｎ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－
１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１，３
－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－２８）Ｎ－（４’－クロロ－１，１’－ビフ
ェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５
－カルボキサミド、（６－２９）Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－２－イル
）－４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド
、（６－３０）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメ
チル）－１，１’－ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド
、（６－３１）Ｎ－（４’－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフル
オロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３２）Ｎ
－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メチル－
４－（ジフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３３）エ
タボキサム、（６－３４）フェンヘキサミド、（６－３５）カルプロパミド、（６－３６
）２－クロロ－４－（２－フルオロ－２－メチル－プロピオニルアミノ）－Ｎ，Ｎ－ジメ
チルベンズアミド、（６－３７）フルオピコリド、（６－３８）ゾキサミド、（６－３９
）３，４－ジクロロ－Ｎ－（２－シアノフェニル）イソチアゾール－５－カルボキサミド
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、（６－４０）カルボキシン、（６－４１）チアジニル、（６－４２）シルチオファム、
（６－４３）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（ト
リフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド、（６－４４）Ｎ－｛２－［
３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］エチル｝－２－（トリフ
ルオロメチル）ベンズアミド、（６－４５）Ｎ－（２－ビシクロプロピル－２－イル－フ
ェニル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（６－４６）Ｎ－（２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－１－メチル－３
－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４７）Ｎ－［２－
（１’－メチルビシクロプロピル－２－イル）フェニル］－１－メチル－３－トリフルオ
ロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４８）Ｎ－［２－（１’－メ
チルビシクロプロピル－２－イル）フェニル］－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４９）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロ
ロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（６－５０）Ｎ－
（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル－２，４－ジクロロニコチンアミ
ド、（６－５１）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－
２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、（６－５２）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニ
ル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド、（６－５３）３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボン酸［２－（３，３－ジメチル－ブチル）－フェニル］－アミド、
グループ（７）　以下から選択されるジチオカルバメート
（７－１）マンコゼブ、（７－２）マネブ、（７－３）メチラム、（７－４）プロピネブ
、（７－５）チラム、（７－６）ジネブ、（７－７）ジラム、
グループ（８）　以下から選択されるアシルアラニン
（８－１）ベナラキシル、（８－２）フララキシル、（８－３）メタラキシル、（８－４
）メタラキシル－Ｍ、（８－５）ベナラキシル－Ｍ、
グループ（９）：以下から選択されるアニリノピリミジン
（９－１）シプロジニル、（９－２）メパニピリム、（９－３）ピリメタニル、
グループ（１０）：以下から選択されるベンゾイミダゾール
（１０－１）６－クロロ－５－［（３，５－ジメチルイソオキサゾル－４－イル）スルホ
ニル］－２，２－ジフルオロ－５Ｈ－［１，３］ジオキソロ［４，５－ｆ］－ベンゾイミ
ダゾール、（１０－２）ベノミル、（１０－３）カルベンダジム、（１０－４）クロルフ
ェナゾール、（１０－５）フベリダゾール、（１０－６）チアベンダゾール、
グループ（１１）：以下から選択されるカルバメート
（１１－１）ジエトフェンカルブ、（１１－２）プロパモカルブ、（１１－３）塩酸プロ
パモカルブ、（１１－４）プロパモカルブ－ホセチル、
グループ（１２）：以下から選択されるジカルボキシイミド
（１２－１）カプタホール、（１２－２）カプタン、（１２－３）ホルペット、（１２－
４）イプロジオン、（１２－５）プロシミドン、（１２－６）ビンクロゾリン、
グループ（１３）：以下から選択されるグアニジン
（１３－１）ドジン、（１３－２）グアザチン、（１３－３）三酢酸イミノクタジン、（
１３－４）トリス（アルベシル酸）イミノクタジン、
グループ（１４）：以下から選択されるイミダゾール
（１４－１）シアゾファミド、（１４－２）プロクロラズ、（１４－３）トリアゾキシド
、（１４－４）ペフラゾエート、
グループ（１５）：以下から選択されるモルホリン
（１５－１）アルジモルフ、（１５－２）トリデモルフ、（１５－３）ドデモルフ、（１
５－４）フェンプロピモルフ、（１５－５）ジメトモルフ、（１５－６）フルモルフ、
グループ（１６）：以下から選択されるピロール
（１６－１）フェンピクロニル、（１６－２）フルジオキソニル、（１６－３）ピロルニ
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トリン、
グループ（１７）：以下から選択されるホスホネート
（１７－１）ホセチル－Ａ１、（１７－２）ホスホン酸、
グループ（１８）：フェニルエタンアミド
（１８－１）２－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－５－イル）－Ｎ－［２－（３，
４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド、（１８－２
）Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）－２－
（５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－イル）アセトアミド、（１８－３）２
－（４－クロロフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－
（メトキシイミノ）アセトアミド、（１８－４）２－（４－ブロモフェニル）－Ｎ－［２
－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド、（
１８－５）２－（４－メチルフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エ
チル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド、（１８－６）２－（４－エチルフェニル
）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセ
トアミド、
グループ（１９）：以下から選択される殺真菌剤
（１９－１）アシベンゾラー－Ｓ－メチル、（１９－２）クロロタロニル、（１９－３）
シモキサニル、（１９－４）エジフェンホス、（１９－５）ファモキサドン、（１９－６
）フルアジナム、（１９－７）オキシ塩化銅、（１９－８）水酸化銅、（１９－９）オキ
サジキシル、（１９－１０）スピロキサミン、（１９－１１）エイチアノン、（１９－１
２）メトラフェノン、（１９－１３）フェナミドン、（１９－１４）２，３－ジブチル－
６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン－４（３Ｈ）－オン、（１９－１５）プロベ
ナゾール、（１９－１６）イソプロチオラン、（１９－１７）カスガマイシン、（１９－
１８）フタリド、（１９－１９）フェリムゾン、（１９－２０）トリシクラゾール、（１
９－２１）Ｎ－（｛４－［（シクロプロピルアミノ）カルボニル］フェニル｝スルホニル
）－２－メトキシベンズアミド、（１９－２２）２－（４－クロロフェニル）－Ｎ－｛２
－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］エチル｝－２
－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）アセトアミド、（１９－２３）プロキナジド、
（１９－２４）キノキシフェン、（１９－２５）シフルフェナミド、（１９－２６）ピリ
ベンカルブ、（１９－２７）３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－３
－イソオキサゾリジニル］ピリジン、
グループ（２０）：以下から選択される（チオ）尿素誘導体
（２０－１）ペンシクロン、（２０－２）チオファネート－メチル、（２０－３）チオフ
ァネート－エチル、
グループ（２１）：以下から選択されるアミド
（２１－１）フェノキサニル、（２１－２）ジクロシメット、
グループ（２２）：以下から選択されるトリアゾロピリミジン
（２２－１）５－クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－２，２，２－トリフルオロ－１－メチルエチ
ル］－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン－７－アミン、（２２－２）５－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２－ジメ
チルプロピル］－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ
［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（２２－３）５－クロロ－６－（２－クロロ－
６－フルオロフェニル）－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリ
アゾロ［１，５－ａ］ピリミジン、（２２－４）５－クロロ－６－（２，４，６－トリフ
ルオロフェニル）－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ
［１，５－ａ］ピリミジン、
グループ（２３）：以下から選択されるヨードクロモン
（２３－１）２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、（２３
－２）２－エトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、（２３－３）
６－ヨード－２－プロポキシ－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、（２３－４）２－
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ブタ－２－イニルオキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、（２３－
５）６－ヨード－２－（１－メチルブトキシ）－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、
（２３－６）２－ブタ－３－エニルオキシ－６－ヨードベンゾピラン－４－オン、（２３
－７）３－ブチル－６－ヨード－２－イソプロポキシベンゾピラン－４－オン。
【請求項２】
　（１－２）グルホシナートおよび（１－３）グルホシナート－アンモニウムから選択さ
れる除草剤並びにグループ（２）から（２３）より選択される少なくとも１種類の活性化
合物を含む、請求項１に記載の活性化合物の組み合わせ。
【請求項３】
　（１－２）グルホシナートおよびグループ（２）から（２３）の少なくとも１種類の殺
真菌活性化合物を含む、請求項１に記載の活性化合物の組み合わせ。
【請求項４】
　（１－３）グルホシナート－アンモニウムおよびグループ（２）から（２３）の少なく
とも１種類の殺真菌活性化合物を含む、請求項１に記載の活性化合物の組み合わせ。
【請求項５】
　（１－１）グリホサートおよびグループ（２）から（２３）の少なくとも１種類の殺真
菌活性化合物を含む、請求項１に記載の活性化合物の組み合わせ。
【請求項６】
　望ましくない植物病原性真菌を駆除するための請求項１、２、３、４もしくは５に記載
の活性化合物の組み合わせの使用。
【請求項７】
　トランスジェニック植物を処理するための請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活
性化合物の組み合わせの使用。
【請求項８】
　処理されるトランスジェニック植物がグリホサート、グルホシナートもしくはグルホシ
ナート－アンモニウムに耐性であることを特徴とする、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　望ましくない植物病原性真菌を駆除するための方法であって、請求項１、２、３、４も
しくは５に記載の活性化合物の組み合わせを望ましくない植物病原性真菌および／もしく
はこれらの生息地および／もしくは種子に適用することを特徴とする方法。
【請求項１０】
　ダイズ植物のサビ病を駆除するための請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活性化
合物の組み合わせの使用。
【請求項１１】
　トランスジェニックダイズ植物を処理するための請求項１、２、３、４もしくは５に記
載の活性化合物の組み合わせの使用。
【請求項１２】
　処理されるトランスジェニックダイズ植物がグリホサート、グルホシナートもしくはグ
ルホシナート－アンモニウム、好ましくは、グリホサートに耐性であることを特徴とする
、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　望ましくない植物病原性真菌を駆除するための方法であって、請求項１、２、３、４も
しくは５に記載の活性化合物の組み合わせをサビ病真菌および／もしくはこれらの生息地
および／もしくは種子に適用することを特徴とする方法。
【請求項１４】
　殺真菌組成物の調製方法であって、請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活性化合
物の組み合わせを増量剤および／もしくは表面活性剤と混合することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活性化合物の組み合わせを含む種子粉衣剤。
【請求項１６】
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　種子を処理するための請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活性化合物の組み合わ
せの使用。
【請求項１７】
　トランスジェニック植物の種子を処理するための請求項１に記載の活性化合物の組み合
わせの使用。
【請求項１８】
　種子の粉衣方法であって、請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活性化合物の組み
合わせを種子に適用することを特徴とする方法。
【請求項１９】
　トランスジェニック種子の粉衣方法であって、請求項１、２、３、４もしくは５に記載
の活性化合物の組み合わせをトランスジェニック種子に適用することを特徴とする方法。
【請求項２０】
　除草剤耐性植物を処理するための請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活性化合物
の組み合わせの使用。
【請求項２１】
　除草剤感受性植物を処理するための請求項１、２、３、４もしくは５に記載の活性化合
物の組み合わせの使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は新規の活性化合物の組み合わせに関し、これらは、第１に、グリホサート、グ
ルホシナートおよびグルホシナート－アンモニウムからなる群より選択される公知除草剤
並びに、第２に、少なくとも１種類の公知殺真菌活性化合物を含み、この組み合わせは望
ましくない植物病原性真菌、特には、ダイズさび病の駆除に非常に適する。これらの混合
物を言及される除草剤に対して耐性であるトランスジェニック植物に対して用いることが
特に好ましい。
【背景技術】
【０００２】
　グリホサート、グルホシナートおよびグルホシナート－アンモニウムが除草特性を有す
ることは既に公知である（ＤＥ－Ａ　２１　５２　８２６、ＤＥ－Ａ　２７　１７　４４
０を参照）。さらに、多くのカルボキサミド、トリアゾール誘導体、アニリン誘導体、ジ
カルボキシミドおよび他の複素環を真菌の駆除に用いることができることが公知である（
ＷＯ　０３／０１０１４９、ＤＥ－Ａ　１０３　０３　５８９、ＥＰ－Ａ　０　０４０　
３４５、ＤＥ－Ａ　２２　０１　０６３、ＤＥ－Ａ　２３　２４　０１０、Ｐｅｓｔｉｃ
ｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，９ｔｈ．Ｅｄｉｔｉｏｎ　（１９９１），２４９および８２７ペ
ージ、ＥＰ－Ａ　０　３８２　３７５並びにＥＰ－Ａ　０　５１５　９０１を参照）。し
かしながら、低適用率では、これらの化合物の活性は常に満足のいくものであるというわ
けではない。さらに、１－（３，５－ジメチルイソオキサゾール－４－スルホニル）－２
－クロロ－６，６－ジフルオロ－［１，３］－ジオキソロ－［４，５ｆ］－ベンゾイミダ
ゾールが殺真菌特性を有することが既に公知である（ＷＯ　９７／０６１７１を参照）。
最後に、置換ハロピリミジンが殺真菌特性を有することも公知である（ＤＥ－Ａ　１９６
　４６　４０７、ＥＰ－Ｂ－７１２　３９６を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】独国特許出願公開第２１５２８２６号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第２７１７４４０号明細書
【特許文献３】国際公開第０３／０１０１４９号
【特許文献４】独国特許出願公開第１０３０３５８９号明細書
【特許文献５】欧州特許出願公開第００４０３４５号明細書
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【特許文献６】独国特許出願公開第２２０１０６３号明細書
【特許文献７】独国特許出願公開第２３２４０１０号明細書
【特許文献８】欧州特許出願公開第０３８２３７５号明細書
【特許文献９】欧州特許出願公開第０５１５９０１号明細書
【特許文献１０】国際公開第９７／０６１７１号
【特許文献１１】独国特許出願公開第１９６４６４０７号明細書
【特許文献１２】欧州特許第７１２３９６号明細書
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ，９ｔｈ．Ｅｄｉｔｉｏｎ　（１９
９１），２４９および８２７ページ
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、ここで、非常に良好な殺真菌特性を有し、並びに
グループ（１）　以下から選択される除草剤
（１－１）下記式のグリホサート（ＤＥ－Ａ　２１　５２　８２６から公知）
【０００６】
【化１】

（１－２）下記式のグルホシナート（ＤＥ－Ａ　２７　１７　４４０から公知）
【０００７】
【化２】

（１－３）下記式のグルホシナート－アンモニウム（Ｐｅｓｔｉｃｉｄｅ　Ｍａｎｕａｌ
，１３　Ｅｄｉｔｉｏｎ，Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｃｒｏｐ　Ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ　Ｃｏｕｎ
ｃｉｌ，２００３，ｐａｇｅｓ　５１１－５１２から公知）
【０００８】
【化３】

および下記グループ（２）から（２３）より選択される少なくとも１種類の活性化合物を
含む新規の活性化合物の組み合わせを提供する：
グループ（２）　以下から選択されるストロビルリン
（２－１）下記式のアゾキシストロビン（ＥＰ－Ａ　０　３８２　３７５から公知）
【０００９】
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【化４】

（２－２）下記式のフルオキサストロビン（ＤＥ－Ａ　１９６　０２　０９５から公知）
【００１０】
【化５】

（２－３）下記式の（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ
）－５－フルオロ－４－ピリミジニル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシ－イミノ）
－Ｎ－メチルエタンアミド（ＤＥ－Ａ　１９６　４６　４０７から公知）
【００１１】

【化６】

（２－４）下記式のトリフロキシストロビン（ＥＰ－Ａ　０　４６０　５７５から公知）
【００１２】
【化７】

（２－５）下記式の（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（
｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝－アミノ）オキ
シ］メチル｝フェニル）エタンアミド（ＥＰ－Ａ　０　５６９　３８４から公知）
【００１３】
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【化８】

（２－６）下記式の（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ
）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）－メチル］フ
ェニル｝エタンアミド（ＥＰ－Ａ　０　５９６　２５４から公知）
【００１４】
【化９】

（２－７）下記式のオリサストロビン（ＤＥ－Ａ　１９５　３９　３２４から公知）
【００１５】

【化１０】

（２－８）下記式の５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３
－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］－メチル｝フェニル
）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾル－３－オン（ＷＯ　９８／２３１
５５から公知）
【００１６】
【化１１】

（２－９）下記式のクレソキシム－メチル（ＥＰ－Ａ　０　２５３　２１３から公知）
【００１７】
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【化１２】

（２－１０）下記式のジモキシストロビン（ＥＰ－Ａ　０　３９８　６９２から公知）
【００１８】
【化１３】

（２－１１）下記式のピコキシストロビン（ＥＰ－Ａ　０　２７８　５９５から公知）
【００１９】
【化１４】

（２－１２）下記式のピラクロストロビン（ＤＥ－Ａ　４４　２３　６１２から公知）
【００２０】
【化１５】

（２－１３）下記式のメトミノストロビン（ＥＰ－Ａ　０　３９８　６９２から公知）
【００２１】
【化１６】

（２－１４）下記式の（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－
１－フルオロ－２－フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）
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メチル］－フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド（ＷＯ　０１
／１２５８５から公知）
【００２２】
【化１７】

（２－１５）下記式のエネストロビン（ＥＰ－Ａ　０　９３６　２１３から公知）
【００２３】

【化１８】

グループ（３）　以下から選択されるトリアゾール
（３－１）下記式のアザコナゾール（ＤＥ－Ａ　２５　５１　５６０から公知）
【００２４】
【化１９】

（３－２）下記式のエタコナゾール（ＤＥ－Ａ　２５　５１　５６０から公知）
【００２５】
【化２０】

（３－３）下記式のプロピコナゾール（ＤＥ－Ａ　２５　５１　５６０から公知）
【００２６】
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【化２１】

（３－４）下記式のジフェノコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　１１２　２８４から公知）
【００２７】
【化２２】

（３－５）下記式のブロムコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　２５８　１６１から公知）
【００２８】

【化２３】

（３－６）下記式のシプロコナゾール（ＤＥ－Ａ　３４　０６　９９３から公知）
【００２９】
【化２４】

（３－７）下記式のヘキサコナゾール（ＤＥ－Ａ　３０　４２　３０３から公知）
【００３０】
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【化２５】

（３－８）下記式のペンコナゾール（ＤＥ－Ａ　２７　３５　８７２から公知）
【００３１】
【化２６】

（３－９）下記式のミクロブタニル（ＥＰ－Ａ　０　１４５　２９４から公知）
【００３２】

【化２７】

（３－１０）下記式のテトラコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　２３４　２４２から公知）
【００３３】
【化２８】

（３－１１）下記式のフルトリアホール（ＥＰ－Ａ　０　０１５　７５６から公知）
【００３４】
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【化２９】

（３－１２）下記式のエポキシコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　１９６　０３８から公知）
【００３５】
【化３０】

（３－１３）下記式のフルシラゾール（ＥＰ－Ａ　０　０６８　８１３から公知）
【００３６】

【化３１】

（３－１４）下記式のシメコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　５３７　９５７から公知）
【００３７】
【化３２】

（３－１５）下記式のプロチオコナゾール（ＷＯ　９６／１６０４８から公知）
【００３８】
【化３３】
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（３－１６）下記式のフェンブコナゾール（ＤＥ－Ａ　３７　２１　７８６から公知）
【００３９】
【化３４】

（３－１７）下記式のテブコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　０４０　３４５から公知）
【００４０】
【化３５】

（３－１８）下記式のイプコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　３２９　３９７から公知）
【００４１】

【化３６】

（３－１９）下記式のメトコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　３２９　３９７から公知）
【００４２】
【化３７】

（３－２０）下記式のトリチコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　３７８　９５３から公知）
【００４３】
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【化３８】

（３－２１）下記式のビテルタノール（ＤＥ－Ａ　２３　２４　０１０から公知）
【００４４】
【化３９】

（３－２２）下記式のトリアジメノール（ＤＥ－Ａ　２３　２４　０１０から公知）
【００４５】
【化４０】

（３－２３）下記式のトリアジメフォン（ＤＥ－Ａ　２２　０１　０６３から公知）
【００４６】

【化４１】

（３－２４）下記式のフルキンコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　１８３　４５８から公知）
【００４７】
【化４２】

（３－２５）下記式のキンコナゾール（ＥＰ－Ａ　０　１８３　４５８から公知）
【００４８】
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【化４３】

（３－２６）下記式のアミスルブロン（ＪＰ－Ａ　２００１－１８７７８６から公知）
【００４９】
【化４４】

グループ（４）　以下から選択されるスルフェンアミド
（４－１）下記式のジクロフルアニド（ＤＥ－Ａ　１１　９３　４９８から公知）
【００５０】

【化４５】

（４－２）下記式のトリルフルアニド（ＤＥ－Ａ　１１　９３　４９８から公知）
【００５１】
【化４６】

（４－３）下記式のＮ－（４－クロロ－２－ニトロフェニル）Ｎ－エチル－４－メチルベ
ンゼンスルホンアミド（ＷＯ　００／６５９５１３から公知）
【００５２】
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【化４７】

グループ（５）　以下から選択されるバリンアミド
（５－１）下記式のイプロバリカルブ（ＤＥ－Ａ　４０　２６　９６６から公知）
【００５３】
【化４８】

（５－２）Ｎ１－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）－２－プロピニル］オキ
シ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）－Ｌ－バリンアミ
ド
（５－３）下記式のベンチアバリカルブ（ＷＯ　９６／０４２５２から公知）
【００５４】

【化４９】

グループ（６）　以下から選択されるカルボキサミド
（６－１）下記式のＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１，３－ジメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　１０－２５１２４０から公知）
【００５５】
【化５０】

（６－２）下記式のＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－
１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０１０１４９
から公知）
【００５６】
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【化５１】

（６－３）下記式のＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－クロロ－１
，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ－Ａ　１０－２５１２４
０から公知）
【００５７】
【化５２】

（６－４）下記式の３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）
フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
【００５８】

【化５３】

（６－５）下記式の３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル
）フェニル］－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（Ｗ
Ｏ　２００４／０６７５１５から公知）
【００５９】
【化５４】

（６－６）下記式の３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル
）フェニル］－５－クロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＪＰ
－Ａ　１０－２５１２４０から公知）
【００６０】

【化５５】
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（６－７）下記式の１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フ
ェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
【００６１】
【化５６】

（６－８）下記式の５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメ
チルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０３／０１０
１４９から公知）
【００６２】

【化５７】

（６－９）下記式の３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－
トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
【００６３】
【化５８】

（６－１０）下記式の３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，
３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
【００６４】
【化５９】

（６－１１）下記式の３－（トリフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［
２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド（ＷＯ　２００４／０６７５１５から公知）
【００６５】
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【化６０】

（６－１２）下記式の３－（トリフルオロメチル）－５－クロロ－１－メチル－Ｎ－［２
－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド
【００６６】
【化６１】

（６－１３）下記式のＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベ
ンズアミド（ＷＯ　２００４／００５２４２から公知）
【００６７】

【化６２】

（６－１４）下記式の２－ヨード－Ｎ－［２－｛１，３，３－トリメチルブチル）フェニ
ル］ベンズアミド（ＷＯ　２００４／００５２４２から公知）
【００６８】
【化６３】

（６－１５）下記式のＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフ
ルオロメチル）ベンズアミド（ＷＯ　２００４／００５２４２から公知）
【００６９】
【化６４】

（６－１６）下記式の２－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチ
ルブチル）フェニル］ベンズアミド（ＷＯ　２００４／００５２４２から公知）
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【００７０】
【化６５】

（６－１７）下記式の２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチルインダン－４－イル）
ニコチンアミド（ＥＰ－Ａ　０　２５６　５０３から公知）
【００７１】
【化６６】

（６－１８）下記式のボスカリド（ＤＥ－Ａ　１９５　３１　８１３から公知）
【００７２】
【化６７】

（６－１９）下記式のフラメトピル（ＥＰ－Ａ　０　３１５　５０２から公知）
【００７３】
【化６８】

（６－２０）下記式のＮ－（３－ｐ－トリルチオフェン－２－イル）－１－メチル－３－
トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＥＰ－Ａ　０　７３７　
６８２から公知）
【００７４】
【化６９】
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（６－２１）下記式のペンチオピラド（ＥＰ－Ａ　０　７３７　６８２から公知）
【００７５】
【化７０】

（６－２２）下記式のＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－
４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド（ＷＯ　０２／３８
５４２から公知）
【００７６】
【化７１】

（６－２３）下記式のＮ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニ
ル－２－イル）－３　－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド（ＷＯ　０３／０７０７０５から公知）
【００７７】

【化７２】

（６－２４）下記式の３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ
）－（メトキシイミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０２／０８１９７から公知）
【００７８】

【化７３】

（６－２５）下記式の３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（
Ｅ）－（メトキシイミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０２／０８１９７から公知）
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【００７９】
【化７４】

（６－２６）下記式のＮ－（３’，４’－ジクロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）
－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　０
０／１４７０１から公知）
【００８０】

【化７５】

（６－２７）下記式のＮ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２
－イル）－２－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボ
キサミド（ＷＯ　０３／０６６６０９から公知）
【００８１】

【化７６】

（６－２８）下記式のＮ－（４’－クロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（
ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（０３／０
６６６１０から公知）
【００８２】
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【化７７】

（６－２９）下記式のＮ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（
ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　０
３／０６６６１０から公知）
【００８３】
【化７８】

（６－３０）下記式の４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフル
オロメチル）－１，１’－ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボキ
サミド（ＷＯ　０３／０６６６１０から公知）
【００８４】
【化７９】

（６－３１）下記式のＮ－（４’－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（
ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ　０
３／０６６６１０から公知）
【００８５】

【化８０】

（６－３２）下記式のＮ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２
－イル）－２－メチル－４－（ジフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキ
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サミド（ＷＯ　０３／０６６６１０から公知）
【００８６】
【化８１】

（６－３３）下記式のエタボキサム（ＥＰ－Ａ　０　６３９　５７４から公知）
【００８７】
【化８２】

（６－３４）下記式のフェンヘキサミド（ＥＰ－Ａ　０　３３９　４１８から公知）
【００８８】
【化８３】

（６－３５）下記式のカルプロパミド（ＥＰ－Ａ　０　３４１　４７５から公知）
【００８９】
【化８４】

（６－３６）下記式の２－クロロ－４－（２－フルオロ－２－メチルプロピオニルアミノ
）－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンズアミド（ＥＰ－Ａ　０　６００　６２９から公知）
【００９０】
【化８５】

（６－３７）下記式のフルオピコリド（ＷＯ　９９／４２４４７から公知）
【００９１】
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【化８６】

（６－３８）下記式のゾキサミド（ＥＰ－Ａ　０　６０４　０１９から公知）
【００９２】
【化８７】

（６－３９）下記式の３，４－ジクロロ－Ｎ－（２－シアノフェニル）イソチアゾール－
５－カルボキサミド（ＷＯ　９９／２４４１３から公知）
【００９３】
【化８８】

（６－４０）下記式のカルボキシン（ＵＳ　３，２４９，４９９から公知）
【００９４】

【化８９】

（６－４１）下記式のチアジニル（ＵＳ　６，６１６，０５４から公知）
【００９５】

【化９０】

（６－４２）下記式のシルチオファム（ＷＯ　９６／１８６３１から公知）
【００９６】
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【化９１】

（６－４３）下記式のＮ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－
４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド（ＷＯ　０２／３８
５４２から公知）
【００９７】

【化９２】

（６－４４）下記式のＮ－｛２－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－
２－イル］エチル｝－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミド（ＷＯ　２００４／０１
６０８８から公知）
【００９８】

【化９３】

（６－４５）下記式のＮ－（２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－１－メチル
－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００６／
０１５８６５から公知）
【００９９】
【化９４】

（６－４６）下記式のＮ－（２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－１－メチル
－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ　２００６／０
１５８６５から公知）
【０１００】
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【化９５】

（６－４７）下記式のＮ－［２－（１’－メチルビシクロプロピル－２－イル）フェニル
］－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（Ｗ
Ｏ　２００６／０１５８６５から公知）
【０１０１】
【化９６】

（６－４８）下記式のＮ－［２－（１’－メチルビシクロプロピル－２－イル）フェニル
］－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（ＷＯ
　２００６／０１５８６５から公知）
【０１０２】

【化９７】

（６－４９）下記式のＮ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル
］－２，４－ジクロロニコチンアミド
【０１０３】
【化９８】

（６－５０）下記式のＮ－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル－２，
４－ジクロロニコチンアミド
【０１０４】
【化９９】

（６－５１）下記式のＮ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニ
ル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド（ＷＯ　２００５／１２３６９０から公知）
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【０１０５】
【化１００】

（６－５２）下記式のＮ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニ
ル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボキサミド（ＷＯ　２００５／１２３６８９から公知）
【０１０６】

【化１０１】

（６－５３）下記式の３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カル
ボン酸［２－（３，３－ジメチル－ブチル）－フェニル］－アミド
【０１０７】
【化１０２】

グループ（７）　以下から選択されるジチオカルバメート
（７－１）亜鉛塩とのマンガンエチレンビス（ジチオカルバメート）（ポリマー性）錯体
（ｍａｎｇａｎｅｓｅ　ｅｔｈｙｌｅｎｅｂｉｓ　（ｄｉｔｈｉｏｃａｒｂａｍａｔｅ）
　（ｐｏｌｙｍｅｒｉｃ）　ｃｏｍｐｌｅｘ　ｗｉｔｈ　ｚｉｎｃ　ｓａｌｔ）というＩ
ＵＰＡＣ名を有するマンコゼブ（ＤＥ－Ａ　１２　３４　７０４から公知）
（７－２）下記式のマネブ（ＵＳ　２，５０４，４０４から公知）
【０１０８】
【化１０３】

（７－３）亜鉛アンモニア化エチレンビス（ジチオカルバメート）－ポリ（エチレンチウ
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ラムジスルフィド）（ｚｉｎｃ　ａｍｍｏｎｉａｔｅ　ｅｔｈｙｌｅｎｅｂｉｓ　（ｄｉ
ｔｈｉｏｃａｒｂａｍａｔｅ）　－　ｐｏｌｙ　（ｅｔｈｙｌｅｎｅｔｈｉｕｒａｍ　ｄ
ｉｓｕｌｐｈｉｄｅ）というＩＵＰＡＣ名を有するメチラム（ＤＥ－Ａ　１０　７６　４
３４から公知）
（７－４）下記式のプロピネブ（ＧＢ　９３５　９８１から公知）
【０１０９】
【化１０４】

（７－５）下記式のチラム（ＵＳ　１，９７２，９６１から公知）
【０１１０】

【化１０５】

（７－６）下記式のジネブ（ＤＥ－Ａ　１０　８１　４４６から公知）
【０１１１】
【化１０６】

（７－７）下記式のジラム（ＵＳ　２，５８８，４２８から公知）
【０１１２】
【化１０７】

グループ（８）　以下から選択されるアシルアラニン
（８－１）下記式のベナラキシル（ＤＥ－Ａ　２９　０３　６１２から公知）
【０１１３】
【化１０８】

（８－２）下記式のフララキシル（ＤＥ－Ａ　２５　１３　７３２から公知）
【０１１４】
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【化１０９】

（８－３）下記式のメタラキシル（ＤＥ－Ａ　２５　１５　０９１から公知）
【０１１５】
【化１１０】

（８－４）下記式のメタラキシル－Ｍ（ＷＯ　９６／０１５５９から公知）
【０１１６】
【化１１１】

（８－５）下記式のベナラキシル－Ｍ
【０１１７】

【化１１２】

グループ（９）：以下から選択されるアニリノピリミジン
（９－１）下記式のシプロジニル（ＥＰ－Ａ　０　３１０　５５０から公知）
【０１１８】

【化１１３】

（９－２）下記式のメパニピリム（ＥＰ－Ａ　０　２７０　１１１から公知）
【０１１９】
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【化１１４】

（９－３）下記式のピリメタニル（ＤＤ　１５１　４０４から公知）
【０１２０】
【化１１５】

グループ（１０）：以下から選択されるベンゾイミダゾール
（１０－１）下記式の６－クロロ－５－［（３，５－ジメチルイソオキサゾル－４－イル
）スルホニル］－２，２－ジフルオロ－５Ｈ－［１，３］ジオキソロ［４，５－ｆ］－ベ
ンゾイミダゾール（ＷＯ　９７／０６１７１から公知）
【０１２１】

【化１１６】

（１０－２）下記式のベノミル（ＵＳ　３，６３１，１７６から公知）
【０１２２】
【化１１７】

（１０－３）下記式のカルベンダジム（ＵＳ　３，０１０，９６８から公知）
【０１２３】
【化１１８】

（１０－４）下記式のクロルフェナゾール
【０１２４】
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【化１１９】

（１０－５）下記式のフベリダゾール（ＤＥ－Ａ　１２　０９　７９９から公知）
【０１２５】

【化１２０】

（１０－６）下記式のチアベンダゾール（ＵＳ　３，２０６，４６８から公知）
【０１２６】

【化１２１】

グループ（１１）：以下から選択されるカルバメート
（１１－１）下記式のジエトフェンカルブ（ＥＰ－Ａ　０　０７８　６６３から公知）
【０１２７】

【化１２２】

（１１－２）下記式のプロパモカルブ（ＵＳ　３，５１３，２４１から公知）
【０１２８】
【化１２３】

（１１－３）下記式の塩酸プロパモカルブ（ＵＳ　３，５１３，２４１から公知）
【０１２９】
【化１２４】

（１１－４）下記式のプロパモカルブ－ホセチル
【０１３０】
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【化１２５】

グループ（１２）：以下から選択されるジカルボキシイミド
（１２－１）下記式のカプタホール（ＵＳ　３，１７８，４４７から公知）
【０１３１】

【化１２６】

（１２－２）下記式のカプタン（ＵＳ　２，５５３，７７０から公知）
【０１３２】
【化１２７】

（１２－３）下記式のホルペット（ＵＳ　２，５５３，７７０から公知）
【０１３３】
【化１２８】

（１２－４）下記式のイプロジオン（ＤＥ－Ａ　２１　４９　９２３から公知）
【０１３４】

【化１２９】

（１２－５）下記式のプロシミドン（ＤＥ－Ａ　２０　１２　６５６から公知）
【０１３５】
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【化１３０】

（１２－６）下記式のビンクロゾリン（ＤＥ－Ａ　２２　０７　５７６から公知）
【０１３６】
【化１３１】

グループ（１３）：以下から選択されるグアニジン
（１３－１）下記式のドジン（ＧＢ　１１　０３　９８９から公知）
【０１３７】

【化１３２】

（１３－２）グアザチン（ＧＢ　１１　１４　１５５から公知）
（１３－３）下記式の三酢酸イミノクタジン（ＥＰ－Ａ　０　１５５　５０９から公知）
【０１３８】
【化１３３】

（１３－４）トリス（アルベシル酸）イミノクタジン
グループ（１４）：以下から選択されるイミダゾール
（１４－１）下記式のシアゾファミド（ＥＰ－Ａ　０　２９８　１９６から公知）
【０１３９】
【化１３４】

（１４－２）下記式のプロクロラズ（ＤＥ－Ａ　２４　２９　５２３から公知）
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【０１４０】
【化１３５】

（１４－３）下記式のトリアゾキシド（ＤＥ－Ａ　２８　０２　４８８から公知）
【０１４１】
【化１３６】

（１４－４）下記式のペフラゾエート（ＥＰ－Ａ　０　２４８　０８６から公知）
【０１４２】
【化１３７】

グループ（１５）：以下から選択されるモルホリン
（１５－１）下記式のアルジモルフ（ＤＤ　１４０　０４１から公知）
【０１４３】
【化１３８】

（１５－２）下記式のトリデモルフ（ＧＢ　９８８　６３０から公知）
【０１４４】
【化１３９】

（１５－３）下記式のドデモルフ（ＤＥ－Ａ　２５　４３２　７９から公知）
【０１４５】
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【化１４０】

（１５－４）下記式のフェンプロピモルフ（ＤＥ－Ａ　２６　５６　７４７から公知）
【０１４６】
【化１４１】

（１５－５）下記式のジメトモルフ（ＥＰ－Ａ　０　２１９　７５６から公知）
【０１４７】
【化１４２】

（１５－６）下記式のフルモルフ（ＥＰ－Ａ　０　０８６　４３８から公知）
【０１４８】

【化１４３】

グループ（１６）：以下から選択されるピロール
（１６－１）下記式のフェンピクロニル（ＥＰ－Ａ　０　２３６　２７２から公知）
【０１４９】
【化１４４】

（１６－２）下記式のフルジオキソニル（ＥＰ－Ａ　０　２０６　９９９から公知）
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【０１５０】
【化１４５】

（１６－３）下記式のピロルニトリン（ＪＰ－Ａ　６５－２５８７６から公知）
【０１５１】
【化１４６】

グループ（１７）：以下から選択されるホスホネート
（１７－１）下記式のホセチル－Ａ１（ＤＥ－Ａ　２４　５６　６２７から公知）
【０１５２】

【化１４７】

（１７－２）下記式のホスホン酸（公知化学物質）
【０１５３】

【化１４８】

グループ（１８）：以下から選択されるフェニルエタンアミド（ＷＯ　９６／２３７９３
から公知、ＥもしくはＺ異性体、好ましくは、Ｅ異性体）
（１８－１）下記式の２－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－５－イル）－Ｎ－［２
－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）－アセトアミド
【０１５４】

【化１４９】

（１８－２）下記式のＮ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メト
キシイミノ）－２－（５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－イル）アセトアミ
ド
【０１５５】
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【化１５０】

（１８－３）下記式の２－（４－クロロフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフ
ェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド
【０１５６】
【化１５１】

（１８－４）下記式の２－（４－ブロモフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフ
ェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド
【０１５７】

【化１５２】

（１８－５）下記式の２－（４－メチルフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフ
ェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド
【０１５８】
【化１５３】

（１８－６）下記式の２－（４－エチルフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフ
ェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド
【０１５９】
【化１５４】

グループ（１９）：以下から選択される殺真菌剤
（１９－１）下記式のアシベンゾラー－Ｓ－メチル（ＥＰ－Ａ　０　３１３　５１２から
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【０１６０】
【化１５５】

（１９－２）下記式のクロロタロニル（ＵＳ　３，２９０，３５３から公知）
【０１６１】
【化１５６】

（１９－３）下記式のシモキサニル（ＤＥ－Ａ　２３　１２　９５６から公知）
【０１６２】

【化１５７】

（１９－４）下記式のエジフェンホス（ＤＥ－Ａ　１４　９３　７３６から公知）
【０１６３】

【化１５８】

（１９－５）下記式のファモキサドン（ＥＰ－Ａ　０　３９３　９１１から公知）
【０１６４】
【化１５９】

（１９－６）下記式のフルアジナム（ＥＰ－Ａ　０　０３１　２５７から公知）
【０１６５】
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【化１６０】

（１９－７）オキシ塩化銅
（１９－８）水酸化銅
（１９－９）下記式のオキサジキシル（ＤＥ－Ａ　３０　３０　０２６から公知）
【０１６６】
【化１６１】

（１９－１０）下記式のスピロキサミン（ＤＥ－Ａ　３７　３５　５５５から公知）
【０１６７】

【化１６２】

（１９－１１）下記式のジチアノン（ＪＰ－Ａ　４４－２９４６４から公知）
【０１６８】

【化１６３】

（１９－１２）下記式のメトラフェノン（ＥＰ－Ａ　０　８９７　９０４から公知）
【０１６９】
【化１６４】

（１９－１３）下記式のフェナミドン（ＥＰ－Ａ　０　６２９　６１６から公知）
【０１７０】
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【化１６５】

（１９－１４）下記式の２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジン
－４（３Ｈ）－オン（ＷＯ　９９／１４２０２から公知）
【０１７１】
【化１６６】

（１９－１５）下記式のプロベナゾール（ＵＳ　３，６２９，４２８から公知）
【０１７２】
【化１６７】

（１９－１６）下記式のイソプロチオラン（ＵＳ　３，８５６，８１４から公知）
【０１７３】
【化１６８】

（１９－１７）下記式のカスガマイシン（ＧＢ　１　０９４　５６７から公知）
【０１７４】

【化１６９】

（１９－１８）下記式のフタリド（ＪＰ－Ａ　５７－５５８４４から公知）
【０１７５】
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【化１７０】

（１９－１９）下記式のフェリムゾン（ＥＰ－Ａ　０　０１９　４５０から公知）
【０１７６】
【化１７１】

（１９－２０）下記式のトリシクラゾール（ＤＥ－Ａ　２２　５０　０７７から公知）
【０１７７】
【化１７２】

（１９－２１）下記式のＮ－（｛４－［（シクロプロピルアミノ）カルボニル］フェニル
｝スルホニル）－２－メトキシベンズアミド
【０１７８】
【化１７３】

（１９－２２）下記式の２－（４－クロロフェニル）－Ｎ－｛２－［３－メトキシ－４－
（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］エチル｝－２－（プロパ－２－イン－
１－イルオキシ）アセトアミド（ＷＯ　０１／８７８２２から公知）
【０１７９】

【化１７４】

（１９－２３）下記式のプロキナジド（ＷＯ　０９４２６７２２から公知）
【０１８０】
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【化１７５】

（１９－２４）下記式のキノキシフェン（ＥＰ－Ａ　０　３２６　３３０から公知）
【０１８１】

【化１７６】

（１９－２５）下記式のシフルフェナミド（ＷＯ　９６／１９４４２から公知）
【０１８２】
【化１７７】

（１９－２６）下記式のピリベンカルブ（ＷＯ　０１／１０８２５から公知）
【０１８３】

【化１７８】

（１９－２７）下記式の３－［５－（４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－３－イ
ソオキサゾリジニル］ピリジン（ＥＰ－Ａ　１　０３５　１２２から公知）
【０１８４】
【化１７９】

グループ（２０）：以下から選択されるチオ尿素誘導体
（２０－１）下記式のペンシクロン（ＤＥ－Ａ　２７　３２　２５７から公知）
【０１８５】
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【化１８０】

（２０－２）下記式のチオファネート－メチル（ＤＥ－Ａ　１８　０６　１２３から公知
）
【０１８６】
【化１８１】

（２０－３）下記式のチオファネート－エチル（ＤＥ－Ａ　１８　０６　１２３から公知
）
【０１８７】

【化１８２】

グループ（２１）：以下から選択されるアミド
（２１－１）下記式のフェノキサニル（ＥＰ－Ａ　０　２６２　３９３から公知）
【０１８８】
【化１８３】

（２１－２）下記式のジクロシメット（ＪＰ－Ａ　７－２０６６０８から公知）
【０１８９】
【化１８４】

グループ（２２）：以下から選択されるトリアゾロピリミジン
（２２－１）下記式の５－クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－２，２，２－トリフルオロ－１－メ
チルエチル］－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ－
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［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン（ＵＳ　５，９８６，１３５から公知）
【０１９０】
【化１８５】

（２２－２）下記式の５－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２－ジメチルプロピル］－６－
（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン－７－アミン（ＷＯ　０２／３８５６５から公知）
【０１９１】

【化１８６】

（２２－３）下記式の５－クロロ－６－（２－クロロ－６－フルオロフェニル）－７－（
４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
（ＵＳ　５，５９３，９９６から公知）
【０１９２】
【化１８７】

（２２－４）下記式の５－クロロ－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）－７－（
４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
（ＤＥ－Ａ　１０１　２４　２０８から公知）
【０１９３】

【化１８８】

グループ（２３）：以下から選択されるヨードクロモン
（２３－１）下記式の２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オン
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【０１９４】
【化１８９】

（２３－２）下記式の２－エトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オン
（ＷＯ　０３／０１４１０３から公知）
【０１９５】
【化１９０】

（２３－３）下記式の６－ヨード－２－プロポキシ－３－プロピルベンゾピラン－４－オ
ン（ＷＯ　０３／０１４１０３から公知）
【０１９６】
【化１９１】

（２３－４）下記式の２－ブタ－２－イニルオキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピ
ラン－４－オン（ＷＯ　０３／０１４１０３から公知）
【０１９７】

【化１９２】

（２３－５）下記式の６－ヨード－２－（１－メチルブトキシ）－３－プロピルベンゾピ
ラン－４－オン（ＷＯ　０３／０１４１０３から公知）
【０１９８】
【化１９３】

（２３－６）下記式の２－ブタ－３－エニルオキシ－６－ヨードベンゾピラン－４－オン
（ＷＯ　０３／０１４１０３から公知）
【０１９９】
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【化１９４】

（２３－７）下記式の３－ブチル－６－ヨード－２－イソプロポキシベンゾピラン－４－
オン（ＷＯ　０３／０１４１０３から公知）
【０２００】

【化１９５】

【０２０１】
　驚くべきことに、本発明による活性化合物の組み合わせの殺真菌活性は個々の活性化合
物の活性の合計よりも実質的に高い。したがって、予期し得ない真の相乗効果が存在し、
単なる活性の加算ではない。
【発明を実施するための形態】
【０２０２】
　化合物（６－３５）カルプロパミドは３個の非対称的に置換された炭素原子を有する。
したがって、化合物（６－３５）は異なる異性体の混合物として、さもなければ、単一の
成分の形態で存在し得る。以下の化合物が特に好ましい。
【０２０３】
　下記式の（１Ｓ，３Ｒ）－２，２－ジクロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１－（４－クロロフェ
ニル）エチル］－１－エチル－３－メチルシクロプロパンカルボキサミド
【０２０４】

【化１９６】

及び下記式の（１Ｒ，３Ｓ）－２，２－ジクロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１－（４－クロロフ
ェニル）エチル］－１－エチル－３－メチルシクロプロパンカルボキサミド
【０２０５】
【化１９７】

【０２０６】
　（１－１）グリホサートに加えて、グループ（２）から（２３）からの混合パートナー
の１つ以上、好ましくは、１つを含む、本発明による活性化合物の組み合わせが強調され
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る。
【０２０７】
　（１－２）グルホシナートに加えて、グループ（２）から（２３）からの混合パートナ
ーの１つ以上、好ましくは、１つを含む、本発明による活性化合物の組み合わせが強調さ
れる。
【０２０８】
　（１－３）グルホシナート－アンモニウムに加えて、グループ（２）から（２３）から
の混合パートナーの１つ以上、好ましくは、１つを含む、本発明による活性化合物の組み
合わせが強調される。
【０２０９】
　グループ（２）から（２３）の好ましい混合パートナーは以下の活性化合物である：
（２－１）アゾオキシストロビン、（２－２）フルオキサストロビン、（２－３）（２Ｅ
）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロ－４－ピ
リミジニル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、
（２－４）トリフロキシストロビン、（２－５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ
－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］
エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－エタンアミド、（２－６）（２Ｅ）
－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフ
ルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド、（２－
８）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオ
ロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒ
ドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾル－３－オン、（２－１１）ピコキシシストロビン、
（２－９）クレソキシム－メチル、（２－１０）ジモキシストロビン、（２－１２）ピラ
クロストロビン、（２－１３）メトミノストロビン、（３－３）プロピコナゾール、（３
－４）ジフェノコナゾール、（３－６）シプロコナゾール、（３－７）ヘキサコナゾール
、（３－８）ペンコナゾール、（３－９）ミクロブタニル、（３－１０）テトラコナゾー
ル、（３－１３）フルシラゾール、（３－１５）プロチオコナゾール、（３－１６）フェ
ンブコナゾール、（３－１７）テブコナゾール、（３－２１）ビテルタノール、（３－２
２）トリアジメノール、（３－２３）トリアジメフォン、（３－１２）エポキシコナゾー
ル、（３－１９）メトコナゾール、（３－２４）フルキンコナゾール、（４－１）ジクロ
フルアニド、（４－２）トリルフルアニド、（５－１）イプロバリカルブ、（５－３）ベ
ンチアバリカルブ、（６－２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－
フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－５）３－
（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フル
オロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－８）５－フルオロ－
１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（６－１３）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フ
ェニル］－２－ヨードベンズアミド、（６－１５）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル
）フェニル］－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミド、（６－１８）ボスカリド、（
６－１９）フラメトピル、（６－２１）ペンチオピラド、（６－２２）Ｎ－［２－（１，
３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ロール－３－カルボキサミド、（６－２３）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ
－１，１’－ビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２４）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－｛３’
－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（メトキシイミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２
－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２５）３－（ト
リフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（メトキシイミノ）メチ
ル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（６－２６）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル
）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－
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２９）Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチ
ル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３１）Ｎ－（４’
－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル）－２－メチル
－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３２）Ｎ－（４’－クロロ－３’－
フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メチル－４－（ジフルオロメチル）
－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３３）エタボキサム、（６－３４）
フェンヘキサミド、（６－３５）カルプロパミド、（６－３６）２－クロロ－４－（２－
フルオロ－２－メチルプロピオニル）アミノ］－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンズアミド、（６－
３７）フルオピコリド、（６－３８）ゾキサミド、（６－３９）３，４－ジクロロ－Ｎ－
（２－シアノフェニル）イソチアゾール－５－カルボキサミド、（６－４３）Ｎ－［２－
（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１
Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド、（６－４４）Ｎ－｛２－［３－クロロ－５－（トリ
フルオロメチル）ピリジン－２－イル］エチル｝－２－（トリフルオロメチル）ベンズア
ミド、（６－４５）Ｎ－（２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－１－メチル－
３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４６）Ｎ－（
２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１
Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４７）Ｎ－［２－（１’－メチルビシクロ
プロピル－２－イル）フェニル］－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（６－４８）Ｎ－［２－（１’－メチルビシクロプロピル－
２－イル）フェニル］－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（６－４９）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）
エチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（６－５０）Ｎ－（５－ブロモ－３－クロ
ロピリジン－２－イル）メチル－２，４－ジクロロニコチンアミド、（６－５１）Ｎ－（
３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－３－（ジフ
ルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－５２）Ｎ
－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－３－（
ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－５３
）３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸［２－（３，
３－ジメチル－ブチル）－フェニル］－アミド、（７－１）マンコゼブ、（７－２）マネ
ブ、（７－４）プロピネブ、（７－５）チラム、（７－６）ジネブ、（８－１）ベナラキ
シル、（８－２）フララキシル、（８－３）メタラキシル、（８－４）メタラキシル－Ｍ
、（８－５）ベナラキシル－Ｍ、（９－１）シプロジニル、（９－２）メパニピリム、（
９－３）ピリメタニル、（１０－１）６－クロロ－５－［（３，５－ジメチルイソオキサ
ゾル－４－イル）スルホニル］－２，２－ジフルオロ－５Ｈ－［１，３］ジオキソロ［４
，５－ｆ］ベンゾイミダゾール、（１０－３）カルベンダジム、（１１－１）ジエトフェ
ンカルブ、（１１－２）プロパモカルブ、（１１－３）塩酸プロパモカルブ、（１１－４
）プロパモカルブ－ホセチル、（１２－２）カプタン、（１２－３）ホルペット、（１２
－４）イプロジオン、（１２－５）プロシミドン、（１３－１）ドジン、（１３－２）グ
アザチン、（１３－３）三酢酸イミノクタジン、（１４－１）シアゾファミド、（１４－
２）プロクロラズ、（１４－３）トリアゾキシド、（１５－５）ジメトモルフ、（１５－
４）フェンプロピモルフ、（１６－２）フルジオキソニル、（１７－１）ホセチル－Ａ１
、（１７－２）ホスホン酸、（１９－１）アシベンゾラー－Ｓ－メチル、（１９－２）ク
ロロタロニル、（１９－３）シモキサニル、（１９－５）ファモキサドン、（１９－６）
フルアジナム、（１９－９）オキサジキシル、（１９－１０）スピロキサミン、（１９－
７）オキシ塩化銅、（１９－１３）フェナミドン、（１９－２２）２－（４－クロロフェ
ニル）－Ｎ－｛２－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニ
ル］エチル｝－２－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）アセトアミド、（２０－１）
ペンシクロン、（２０－２）チオファネート－メチル、（２２－１）５－クロロ－Ｎ－［
（１Ｓ）－２，２，２－トリフルオロ－１－メチルエチル］－６－（２，４，６－トリフ
ルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－アミン、（



(53) JP 2012-140441 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

２２－２）５－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２－ジメチルプロピル］－６－（２，４，
６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－７－
アミン、（２２－４）５－クロロ－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）－７－（
４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン
、（２３－１）２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、（２
３－２）２－エトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、（２３－３
）６－ヨード－２－プロポキシ－３－プロピルベンゾピラン－４－オン。
【０２１０】
　これらの化合物のうちから、以下のものがダイズ植物に関するサビ病の駆除に特に好ま
しい：
（２－１）アゾオキシストロビン、（２－２）フルオキサストロビン、（２－４）トリフ
ロキシストロビン、（２－６）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛
２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メ
チル］フェニル｝エタンアミド、（２－８）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［
（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキ
シ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾル－３－オン
、（２－１１）ピコキシシストロビン、（２－９）クレソキシム－メチル、（２－１０）
ジモキシストロビン、（２－１２）ピラクロストロビン、（２－１３）メトミノストロビ
ン、（３－３）プロピコナゾール、（３－４）ジフェノコナゾール、（３－６）シプロコ
ナゾール、（３－７）ヘキサコナゾール、（３－８）ペンコナゾール、（３－９）ミクロ
ブタニル、（３－１０）テトラコナゾール、（３－１３）フルシラゾール、（３－１５）
プロチオコナゾール、（３－１６）フェンブコナゾール、（３－１７）テブコナゾール、
（３－２１）ビテルタノール、（３－２２）トリアジメノール、（３－２３）トリアジメ
フォン、（３－１２）エポキシコナゾール、（３－１９）メトコナゾール、（３－２４）
フルキンコナゾール、（４－１）ジクロフルアニド、（４－２）トリルフルアニド、（６
－２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－８）５－フルオロ－１，３－ジメ
チル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（６－１３）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２
－ヨードベンズアミド、（６－１５）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］
－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミド、（６－１８）ボスカリド、（６－１９）フ
ラメトピル、（６－２１）ペンチオピラド、（６－２２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチル
ブチル）フェニル］－１－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－
カルボキサミド、（６－２３）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－
ビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（６－２６）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－１，１’－ビフェニル
－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（６－２９）Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフ
ルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３１）
Ｎ－（４’－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル）－
２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３２）Ｎ－（４’－クロ
ロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メチル－４－（ジフルオ
ロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３９）３，４－ジクロロ
－Ｎ－（２－シアノフェニル）イソチアゾール－５－カルボキサミド、（６－４３）Ｎ－
［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（トリフルオロメチル
）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド、（６－４５）Ｎ－（２－ビシクロプロピル－
２－イル－フェニル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（６－４６）Ｎ－（２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－１
－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４７
）Ｎ－［２－（１’－メチルビシクロプロピル－２－イル）フェニル］－１－メチル－３
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－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４８）Ｎ－［２
－（１’－メチルビシクロプロピル－２－イル）フェニル］－１－メチル－３－ジフルオ
ロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４９）Ｎ－［１－（５－ブロ
モ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（６
－５０）Ｎ－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル－２，４－ジクロロ
ニコチンアミド、（６－５１）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－
ビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（６－５２）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１
’－ビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（６－５３）３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボン酸［２－（３，３－ジメチル－ブチル）－フェニル］－アミド、（
７－１）マンコゼブ、（７－２）マネブ、（７－４）プロピネブ、（７－５）チラム、（
７－６）ジネブ、（９－１）シプロジニル、（９－２）メパニピリム、（９－３）ピリメ
タニル、（１０－３）カルベンダジム、（１１－１）ジエトフェンカルブ、（１２－２）
カプタン、（１２－３）ホルペット、（１２－４）イプロジオン、（１２－５）プロシミ
ドン、（１３－１）ドジン、（１３－２）グアザチン、（１３－３）三酢酸イミノクタジ
ン、（１４－２）プロクロラズ、（１５－４）フェンプロピモルフ、（１６－２）フルジ
オキソニル、（１９－１）アシベンゾラー－Ｓ－メチル、（１９－２）クロロタロニル、
（１９－３）シモキサニル、（１９－６）フルアジナム、（１９－１０）スピロキサミン
、（１９－７）オキシ塩化銅、（２０－２）チオファネート－メチル、（２２－１）５－
クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－２，２，２－トリフルオロ－１－メチルエチル］－６－（２，
４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－
７－アミン、（２２－２）５－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２－ジメチルプロピル］－
６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン－７－アミン、（２２－４）５－クロロ－６－（２，４，６－トリフルオロフェ
ニル）－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン。
【０２１１】
　グループ（２）から（２３）の特に好ましい混合パートナーは以下の活性化合物である
：
（２－２）フルオキサストロビン、（２－４）トリフロキシストロビン、（２－３）（２
Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロ－４－
ピリミジニル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド
、（３－１５）プロチオコナゾール、（３－１７）テブコナゾール、（３－２１）ビテル
タノール、（３－２２）トリアジメノール、（３－２４）フルキンコナゾール、（４－１
）ジクロフルアニド、（４－２）トリルフルアニド、（５－１）イプロバリカルブ、（６
－２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－８）５－フルオロ－１，３－ジメ
チル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（６－１３）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２
－ヨードベンズアミド、（６－１５）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］
－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミド、（６－１８）ボスカリド、（６－２１）ペ
ンチオピラド、（６－２２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メ
チル－４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド、（６－２３
）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－
２９）Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチ
ル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３１）Ｎ－（４’
－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル）－２－メチル
－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３２）Ｎ－（４’－クロロ－３’－
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フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メチル－４－（ジフルオロメチル）
－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－３４）フェンヘキサミド、（６－３
５）カルプロパミド、（６－３７）フルオピコリド、（６－４４）Ｎ－｛２－［３－クロ
ロ－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］エチル｝－２－（トリフルオロメ
チル）ベンズアミド、（６－５３）３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボン酸［２－（３，３－ジメチル－ブチル）－フェニル］－アミド、（７－
４）プロピネブ、（８－４）メタラキシル－Ｍ、（８－５）ベナラキシル－Ｍ、（９－３
）ピリメタニル、（１０－３）カルベンダジム、（１１－４）プロパモカルブ－ホセチル
、（１２－４）イプロジオン、（１４－２）プロクロラズ、（１４－３）トリアゾキシド
、（１６－２）フルジオキソニル、（１９－１０）スピロキサミン、（１９－２２）２－
（４－クロロフェニル）－Ｎ－｛２－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イ
ルオキシ）フェニル］エチル｝－２－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）アセトアミ
ド、（２２－４）５－クロロ－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）－７－（４－
メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン。
【０２１２】
　これらの化合物のうちから、以下のものがダイズ植物に関するサビ病の駆除に特に好ま
しい：
（２－２）フルオキサストロビン、（２－４）トリフロキシストロビン、（３－１５）プ
ロチオコナゾール、（３－１７）テブコナゾール、（３－２１）ビテルタノール、（３－
２２）トリアジメノール、（３－２４）フルキンコナゾール、（４－１）ジクロフルアニ
ド、（４－２）トリルフルアニド、（６－２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フ
ェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、
（６－８）５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチ
ル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－１３）Ｎ－［２－（１
，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベンズアミド、（６－１５）Ｎ－［２－
（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフルオロメチル）ベンズアミド、（
６－１８）ボスカリド、（６－２１）ペンチオピラド、（６－２２）Ｎ－［２－（１，３
－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロ
ール－３－カルボキサミド、（６－２３）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－
１，１’－ビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、（６－２９）Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニ
ル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カ
ルボキサミド、（６－３１）Ｎ－（４’－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－
４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（
６－３２）Ｎ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－
２－メチル－４－（ジフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（
６－５３）３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボン酸［２
－（３，３－ジメチル－ブチル）－フェニル］－アミド、（７－４）プロピネブ、（９－
３）ピリメタニル、（１０－３）カルベンダジム、（１２－４）イプロジオン、（１４－
２）プロクロラズ、（１６－２）フルジオキソニル、（１９－１０）スピロキサミン、（
２２－４）５－クロロ－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）－７－（４－メチル
ピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン。
【０２１３】
　活性化合物の２つのグループからなり、並びに各々の場合においてグループ（１）の少
なくとも１つの除草剤および記述されるグループ（２）から（２３）の少なくとも１つの
活性化合物を含む好ましい活性化合物の組み合わせを以下に記載する。
【０２１４】
　下記表１に列挙される活性化合物の組み合わせが強調される：
【０２１５】
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【０２１６】
　これらの混合物のうちから、以下の番号を有する混合物がダイズ植物に関するサビ病の
駆除に特に好ましい：１－２、４－１０、１２－２２、２８、３１－３２、３４－３５、
３７－３８、４０－４２、４４－５０、５２－６２、６８、７１－７２、７４－７５、７
７－７８、８０－８２、８４－９０、９２－１０２、１０８、１１１－１１２、１１４－
１１５、１１７－１１８および１２０。
【０２１７】
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　グループ（１）の１つの活性化合物に加えて、本発明による活性化合物の組み合わせは
グループ（２）から（２３）の化合物の少なくとも１つの活性化合物を含む。加えて、こ
れらはさらなる殺真菌活性成分を含むこともできる。
【０２１８】
　したがって、例えば、表１に列挙される活性化合物の組み合わせの各々は以下のリスト
から選択される第３の活性化合物を含むことができる：
（２－１）アゾオキシストロビン、（２－２）フルオキサストロビン、（２－３）（２Ｅ
）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロ－４－ピ
リミジニル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、
（２－４）トリフロキシストロビン、（２－５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ
－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］
エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド、（２－６）（２Ｅ）－
２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフル
オロメチル）フェニル］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド、（２－７
）オリサストロビン、（２－８）５－メトキシ－２－メチル－４－（２－｛［（｛（１Ｅ
）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチリデン｝アミノ）オキシ］メチル
｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリアゾル－３－オン、（２－９
）クレソキシム－メチル、（２－１０）ジモキシストロビン、（２－１１）ピコキシシス
トロビン、（２－１２）ピラクロストロビン、（２－１３）メトミノストロビン、（２－
１４）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオロ－
２－フェニルビニル］オキシ｝フェニル）エチリデン］アミノ｝オキシ）メチル］－フェ
ニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルアセトアミド、（２－１５）エネストロビ
ン、（３－１）アザコナゾール、（３－２）エタコナゾール、（３－３）プロピコナゾー
ル、（３－４）ジフェノコナゾール、（３－５）ブロムコナゾール、（３－６）シプロコ
ナゾール、（３－７）ヘキサコナゾール、（３－８）ペンコナゾール、（３－９）ミクロ
ブタニル、（３－１０）テトラコナゾール、（３－１１）フルトリアホール、（３－１２
）エポキシコナゾール、（３－１３）フルシラゾール、（３－１４）シメコナゾール、（
３－１５）プロチオコナゾール、（３－１６）フェンブコナゾール、（３－１７）テブコ
ナゾール、（３－１８）イプコナゾール、（３－１９）メトコナゾール、（３－２０）ト
リチコナゾール、（３－２１）ビテルタノール、（３－２２）トリアジメノール、（３－
２３）トリアジメフォン、（３－２４）フルキンコナゾール、（３－２５）キンコナゾー
ル、（３－２６）アミスルブロン、（４－１）ジクロフルアニド、（４－２）トリルフル
アニド、（４－３）Ｎ－（４－クロロ－２－ニトロフェニル）Ｎ－エチル－４－メチルベ
ンゼンスルホンアミド、（５－１）イプロバリカルブ、（５－２）Ｎ１－［２－（４－｛
［３－（４－クロロフェニル）－２－プロピニル］オキシ｝－３－メトキシフェニル）エ
チル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）－Ｄ－バリンアミド、（５－３）ベンチアバリカル
ブ、（６－１）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１，３－ジメチル－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチ
ル）フェニル］－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（６－３）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－５－クロロ－１，
３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４）３－（ジフルオロメ
チル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（６－５）３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，
３－ジメチルブチル）フェニル］－５－フルオロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－
カルボキサミド、（６－６）３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３－ジメチ
ルブチル）フェニル］－５－クロロ－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、（６－７）下記式の１，３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル
）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－８）５－フルオロ－１，
３－ジメチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（６－９）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［



(61) JP 2012-140441 A 2012.7.26

10

20

30

40

50

２－（１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサ
ミド、（６－１０）３－（トリフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３
－トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－１１
）３－（トリフルオロメチル）－５－フルオロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－
トリメチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－１２）
３－（トリフルオロメチル）－５－クロロ－１－メチル－Ｎ－［２－（１，３，３－トリ
メチルブチル）フェニル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－１３）Ｎ－
［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－ヨードベンズアミド、（６－１４）
２－ヨード－Ｎ－［２－｛１，３，３－トリメチルブチル）フェニル］ベンズアミド、（
６－１５）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－２－（トリフルオロメチ
ル）ベンズアミド、（６－１６）２－（トリフルオロメチル）－Ｎ－［２－（１，３，３
－トリメチルブチル）フェニル］ベンズアミド、（６－１７）２－クロロ－Ｎ－（１，１
，３－トリメチルインダン－４－イル）ニコチンアミド、（６－１８）ボスカリド、（６
－１９）フラメトピル、（６－２０）Ｎ－３－ｐ－トリルチオフェン－２－イル）－１－
メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２１
）ペンチオピラド、（６－２２）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１
－メチル－４－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド、（６－
２３）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）
－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（
６－２４）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フルオロ－４’－［（Ｅ）－（メト
キシイミノ）エチル］－１，１’－ビフェニル－２－イル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（６－２５）３－（トリフルオロメチル）－Ｎ－｛３’－フ
ルオロ－４’－［（Ｅ）－（メトキシイミノ）メチル］－１，１’－ビフェニル－２－イ
ル｝－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２６）Ｎ－（３’，
４’－ジクロロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１，３－ジメチル
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－２７）Ｎ－（４’－クロロ－３’－フ
ルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－メチル－４－（トリフルオロメチル）
－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－２８）Ｎ－（４’－クロロ－１，１
’－ビフェニル－２－イル）－４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾ
ール－５－カルボキサミド、（６－２９）Ｎ－（４’－ブロモ－１，１’－ビフェニル－
２－イル）－４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボ
キサミド、（６－３０）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［４’－（トリフ
ルオロメチル）－１，１’－ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カルボ
キサミド、（６－３１）Ｎ－（４’－ヨード－１，１’－ビフェニル－２－イル）－４－
（ジフルオロメチル）－２－メチル－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－
３２）Ｎ－（４’－クロロ－３’－フルオロ－１，１’－ビフェニル－２－イル）－２－
メチル－４－（ジフルオロメチル）－１，３－チアゾール－５－カルボキサミド、（６－
３３）エタボキサム、（６－３４）フェンヘキサミド、（６－３５）カルプロパミド、（
６－３６）２－クロロ－４－（２－フルオロ－２－メチルプロピオニルアミノ）－Ｎ，Ｎ
－ジメチルベンズアミド、（６－３７）フルオピコリド、（６－３８）ゾキサミド、（６
－３９）３，４－ジクロロ－Ｎ－（２－シアノフェニル）イソチアゾール－５－カルボキ
サミド、（６－４０）カルボキシン、（６－４１）チアジニル、（６－４２）シルチオフ
ァム、（６－４３）Ｎ－［２－（１，３－ジメチルブチル）フェニル］－１－メチル－４
－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピロール－３－カルボキサミド、（６－４４）Ｎ－｛
２－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］エチル｝－２－（
トリフルオロメチル）ベンズアミド、（６－４５）Ｎ－（２－ビシクロプロピル－２－イ
ル－フェニル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、（６－４６）Ｎ－（２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－１－メチ
ル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４７）Ｎ－
［２－（１’－メチルビシクロプロピル－２－イル）フェニル］－１－メチル－３－トリ
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フルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４８）Ｎ－［２－（１
’－メチルビシクロプロピル－２－イル）フェニル］－１－メチル－３－ジフルオロメチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（６－４９）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３
－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロニコチンアミド、（６－５０
）Ｎ－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル－２，４－ジクロロニコチ
ンアミド、（６－５１）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビフェ
ニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（６－５２）Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－１，１’－ビ
フェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、（６－５３）３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－４－カルボン酸［２－（３，３－ジメチル－ブチル）－フェニル］－アミド、（７－１
）マンコゼブ、（７－２）マネブ、（７－３）メチラム、（７－４）プロピネブ、（７－
５）チラム、（７－６）ジネブ、（７－７）ジラム、（８－１）ベナラキシル、（８－２
）フララキシル、（８－３）メタラキシル、（８－４）メタラキシル－ｍ、（８－５）ベ
ナラキシル－ｍ、（９－１）シプロジニル、（９－２）メパニピリム、（９－３）ピリメ
タニル、（１０－１）６－クロロ－５－［（３，５－ジメチルイソオキサゾル－４－イル
）スルホニル］－２，２－ジフルオロ－５Ｈ－［１，３］ジオキソロ［４，５－ｆ］ベン
ゾイミダゾール、（１０－２）ベノミル、（１０－３）カルベンダジム、（１０－４）ク
ロルフェナゾール、（１０－５）フベリダゾール、（１０－６）チアベンダゾール、（１
１－１）ジエトフェンカルブ、（１１－２）プロパモカルブ、（１１－３）塩酸プロパモ
カルブ、（１１－４）プロパモカルブ－ホセチル、（１２－１）カプタホール、（１２－
２）カプタン、（１２－３）ホルペット、（１２－４）イプロジオン、（１２－５）プロ
シミドン、（１２－６）ビンクロゾリン、（１３－１）ドジン、（１３－２）グアザチン
、（１３－３）三酢酸イミノクタジン、（１３－４）トリス（アルベシル酸）イミノクタ
ジン、（１４－１）シアゾファミド、（１４－２）プロクロラズ、（１４－３）トリアゾ
キシド、（１４－４）ペフラゾエート、（１５－１）アルジモルフ、（１５－２）トリデ
モルフ、（１５－３）ドデモルフ、（１５－４）フェンプロピモルフ、（１５－５）ジメ
トモルフ、（１５－６）フルモルフ、（１６－１）フェンピクロニル、（１６－２）フル
ジオキソニル、（１６－３）ピロルニトリン、（１７－１）ホセチル－Ａ１、（１７－２
）ホスホン酸、（１８－１）２－（２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－５－イル）－Ｎ
－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミ
ド、（１８－２）Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシ
イミノ）－２－（５，６，７，８－テトラヒドロナフタレン－２－イル）アセトアミド、
（１８－３）２－（４－クロロフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－
ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド、（１８－４）２
－（４－ブロモフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－
（メトキシイミノ）アセトアミド、（１８－５）２－（４－メチルフェニル）－Ｎ－［２
－（３，４－ジメトキシフェニル）エチル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド、（
１８－６）２－（４－エチルフェニル）－Ｎ－［２－（３，４－ジメトキシフェニル）エ
チル］－２－（メトキシイミノ）アセトアミド、（１９－１）アシベンゾラー－Ｓ－メチ
ル、（１９－２）クロロタロニル、（１９－３）シモキサニル、（１９－４）エジフェン
ホス、（１９－５）ファモキサドン、（１９－６）フルアジナム、（１９－７）オキシ塩
化銅、（１９－８）水酸化銅、（１９－９）オキサジキシル、（１９－１０）スピロキサ
ミン、（１９－１１）ジチアノン、（１９－１２）メトラフェノン、（１９－１３）フェ
ナミドン、（１９－１４）２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジ
ン－４（３Ｈ）－オン、（１９－１５）プロベナゾール、（１９－１６）イソプロチオラ
ン、（１９－１７）カスガマイシン、（１９－１８）フタリド、（１９－１９）フェリム
ゾン、（１９－２０）トリシクラゾール、（１９－２１）Ｎ－（｛４－［（シクロプロピ
ルアミノ）カルボニル］フェニル｝スルホニル）－２－メトキシベンズアミド、（１９－
２２）２－（４－クロロフェニル）－Ｎ－（２－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イ
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アセトアミド、（１９－２３）プロキナジド、（１９－２４）キノキシフェン、（１９－
２５）シフルフェナミド、（１９－２６）ピリベンカルブ、（１９－２７）３－［５－（
４－クロロフェニル）－２，３－ジメチル－３－イソオキサゾリジニル］ピリジン、（２
０－１）ペンシクロン、（２０－２）チオファネート－メチル、（２０－３）チオファネ
ート－エチル、（２１－１）フェノキサニル、（２１－２）ジクロシメット、（２２－１
）５－クロロ－Ｎ－［（１Ｓ）－２，２，２－トリフルオロ－１－メチルエチル］－６－
（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミ
ジン－７－アミン、（２２－２）５－クロロ－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２－ジメチルプロピ
ル］－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン－７－アミン、（２２－３）５－クロロ－６－（２－クロロ－６－フルオ
ロフェニル）－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１
，５－ａ］ピリミジン、（２２－４）５－クロロ－６－（２，４，６－トリフルオロフェ
ニル）－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン、（２３－１）２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－
４－オン、（２３－２）２－エトキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４－オ
ン、（２３－３）６－ヨード－２－プロポキシ－３－プロピルベンゾピラン－４－オン、
（２３－４）２－ブタ－２－イニルオキシ－６－ヨード－３－プロピルベンゾピラン－４
－オン、（２３－５）６－ヨード－２－（１－メチルブトキシ）－３－プロピルベンゾピ
ラン－４－オン、（２３－６）２－ブタ－３－エニルオキシ－６－ヨードベンゾピラン－
４－オン、（２３－７）３－ブチル－６－ヨード－２－イソプロポキシベンゾピラン－４
－オン。
【０２１９】
　本発明による活性化合物の組み合わせ中の活性化合物が特定の重量比で存在するとき、
相乗効果が特に顕著である。しかしながら、活性化合物の組み合わせ中の活性化合物の重
量比は比較的広い範囲内で変化し得る。一般には、本発明による組み合わせはグループ（
１）の活性化合物およびグループ（２）から（２３）のうちの１つからの混合パートナー
を下記表２において例示的な方法で示される混合比で含む。
【０２２０】
　これらの混合比は重量比に基づくものである。この比はグループ（１）の活性化合物：
混合パートナーを意味するものと理解されるべきである。
【０２２１】
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【０２２２】
　各々の場合において、混合比は相乗的混合物が得られるように選択するべきである。グ
ループ（１）の化合物とグループ（２）から（２３）のうちの１つからの化合物との混合
比はグループの個々の化合物の間でも変化し得る。
【０２２３】
　本発明による活性化合物の組み合わせは非常に良好な殺真菌特性を有し、植物病原性真
菌、例えば、プラスモジオホロミセテス（Ｐｌａｓｍｏｄｉｏｐｈｏｒｏｍｙｃｅｔｅｓ
）、オーミセテス（Ｏｏｍｙｃｅｔｅｓ）、キトリジオミセテス（Ｃｈｙｔｒｉｄｉｏｍ
ｙｃｅｔｅｓ）、ジゴミセテス（Ｚｙｇｏｍｙｃｅｔｅｓ）、アスコミセテス（Ａｓｃｏ
ｍｙｃｅｔｅｓ）、バシジオミセテス（Ｂａｓｉｄｉｏｍｙｃｅｔｅｓ）、ジューテロミ
セテス（Ｄｅｕｔｅｒｏｍｙｃｅｔｅｓ）等の駆除に用いることができる。
【０２２４】
　上に列挙される属名で分類される、真菌および細菌病を生じる幾つかの病原体を例とし
て述べることができるが、これらは限定としてではない：
　ウドンコ病病原体、例えば、
ブルメリア属（Ｂｌｕｍｅｒｉａ）の種、例えば、ブルメリア・グラミニス（Ｂｌｕｍｅ
ｒｉａ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）；
ポドスフェラ属（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）の種、例えば、ポドスフェラ・ロイコトリカ
（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）；
スフェロテカ属（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ）の種、例えば、スフェロテカ・フリギネア
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（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）；
ウンシヌラ属（Ｕｎｃｉｎｕｌａ）の種、例えば、ウンシヌラ・ネカトル（Ｕｎｃｉｎｕ
ｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）；
によって生じる病気；
　サビ病病原体、例えば、
ギムノスポランギウム属（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ）の種、例えば、ギムノスポ
ランギウム・サビネ（Ｇｙｍｎｏｓｐｏｒａｎｇｉｕｍ　ｓａｂｉｎａｅ）；
ヘミレイア属（Ｈｅｍｉｌｅｉａ）の種、例えば、ヘミレイア・バスタトリクス（Ｈｅｍ
ｉｌｅｉａ　ｖａｓｔａｔｒｉｘ）；
ファコプソラ属（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ）の種、例えば、ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈ
ａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）およびファコプソラ・メイボミエ（Ｐｈａｋ
ｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ）；
プシニア属（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）の種、例えば、プシニア・レコンジタ（Ｐｕｃｃｉｎｉ
ａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）；
ウロミセス属（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ）の種、例えば、ウロミセス・アペンジクラツス（Ｕｒ
ｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）；
によって生じる病気；
　オーミセテスの群からの病原体、例えば、
ブレミア属（Ｂｒｅｍｉａ）の種、例えば、ブレミア・ラクツケ（Ｂｒｅｍｉａ　ｌａｃ
ｔｕｃａｅ）；
ペロノスポラ属（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）の種、例えば、ペロノスポラ・ピシ（Ｐｅｒ
ｏｎｏｓｐｏｒａ　ｐｉｓｉ）もしくはＰ．ブラシケ（Ｐ．ｂｒａｓｓｉｃａｅ）；
フィトフトラ属（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）の種、例えば、フィトフトラ・インフェス
タンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）；
プラスモパラ属（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ）の種、例えば、プラスモパラ・ビチコラ（Ｐｌ
ａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）；
シュードペロノスポラ属（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ）の種、例えば、シュー
ドペロノスポラ・フムリ（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｈｕｍｕｌｉ）もしく
はシュードペロノスポラ・クベンシス（Ｐｓｅｕｄｏｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｃｕｂｅ
ｎｓｉｓ）；
ピチウム属（Ｐｙｔｈｉｕｍ）の種、例えば、ピチウム・ウルチムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　
ｕｌｔｉｍｕｍ）；
によって生じる病気；
　例えば、
アルテルナリア属（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）の種、例えば、アルテルナリア・ソラニ（Ａ
ｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；
セルコスポラ属（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ）の種、例えば、セルコスポラ・ベチコラ（Ｃｅ
ｒｃｏｓｐｏｒａ　ｂｅｔｉｃｏｌａ）；
クラジオスポルム属（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｕｍ）の種、例えば、クラジオスポリウム・
ククメリヌム（Ｃｌａｄｉｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｃｕｃｕｍｅｒｉｎｕｍ）；
コクリオボルス属（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ）の種、例えば、コクリオボルス・サチブ
ス（Ｃｏｃｈｌｉｏｂｏｌｕｓ　ｓａｔｉｖｕｓ）（分生子形態：ドレクスレラ（Ｄｒｅ
ｃｈｓｌｅｒａ）、Ｓｙｎ：ヘルミントスポリウム（Ｈｅｌｍｉｎｔｈｏｓｐｏｒｉｕｍ
）；
コレトトリクム属（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ）の種、例えば、コレトトリクム・リ
ンデムタニウム（Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｌｉｎｄｅｍｕｔｈａｎｉｕｍ）；
シクロコニウム属（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ）の種、例えば、シクロコニウム・オレアギ
ヌム（Ｃｙｃｌｏｃｏｎｉｕｍ　ｏｌｅａｇｉｎｕｍ）；
ジアポルテ属（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ）の種、例えば、ジアポルテ・シトリ（Ｄｉａｐｏｒ
ｔｈｅ　ｃｉｔｒｉ）；
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エルシノエ属（Ｅｌｓｉｎｏｅ）の種、例えば、エルシノエ・ファウセッチイ（Ｅｌｓｉ
ｎｏｅ　ｆａｗｃｅｔｔｉｉ）；
グロエオスポリウム属（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ）の種、例えば、グロエオスポリウム
・レチコロル（Ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｌａｅｔｉｃｏｌｏｒ）；
グロメレラ属（Ｇｌｏｍｅｒｅｌｌａ）の種、例えば、グロメレラ・シングラタ（Ｇｌｏ
ｍｅｒｅｌｌａ　ｃｉｎｇｕｌａｔａ）；
ギグナルジア属（Ｇｕｉｇｎａｒｄｉａ）の種、例えば、ギグナルジア・ビドウェリ（Ｇ
ｕｉｇｎａｒｄｉａ　ｂｉｄｗｅｌｌｉ）；
レプトスフェリア属（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ）の種、例えば、レプトスフェリア・
マクランス（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｍａｃｕｌａｎｓ）；
マグナポルテ属（Ｍａｇｎａｐｏｒｔｈｅ）の種、例えば、マグナポルテ・グリセア（Ｍ
ａｇｎａｐｏｒｔｈｅ　ｇｒｉｓｅａ）；
ミコスフェレラ属（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌａ）の種、例えば、ミコスフェレラ・グ
ラミニコラ（Ｍｙｃｏｓｐｈａｅｒｅｌｌｅ　ｇｒａｍｉｎｉｃｏｌａ）；
フェオスフェリア属（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ）の種、例えば、フェオスフェリア・
ノドルム（Ｐｈａｅｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）；
ピレノフォラ属（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ）の種、例えば、ピレノフォラ・テレス（Ｐｙ
ｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）；
ラムラリア属（Ｒａｍｕｌａｒｉａ）の種、例えば、ラムラリア・コロ－シグニ（Ｒａｍ
ｕｌａｒｉａ　ｃｏｌｌｏ－ｃｙｇｎｉ）；
リンコスポリウム属（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ）の種、例えば、リンコスポリウム
・セカリス（Ｒｈｙｎｃｈｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｅｃａｌｉｓ）；
セプトリア属（Ｓｅｐｔｏｒｉａ）の種、例えば、セプトリア・アピイ（Ｓｅｐｔｏｒｉ
ａ　ａｐｉｉ）；
チフラ属（Ｔｙｐｈｕｌａ）の種、例えば、チフラ・インカルナタ（Ｔｙｐｈｕｌａ　ｉ
ｎｃａｒｎａｔａ）；
ベンツリア属（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）の種、例えば、ベンツリア・イネカリス（Ｖｅｎｔｕ
ｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）；
によって生じる斑点病（ｌｅａｆ　ｂｌｏｔｃｈ　ｄｉｓｅａｓｅｓ）および葉枯れ病（
ｌｅａｆ　ｗｉｌｔ　ｄｉｓｅａｓｅｓ）；
　例えば、
コルチシウム属（Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ）の種、例えば、コルチシウム・グラミネアルム（
Ｃｏｒｔｉｃｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）；
フサリウム属（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）の種、例えば、フサリウム・オキシスポルム（Ｆｕｓ
ａｒｉｕｍ　ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）；
ゲウマンノミセス属（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ）の種、例えば、ゲウマンノミセス
・グラミニス（Ｇａｅｕｍａｎｎｏｍｙｃｅｓ　ｇｒａｍｉｎｉｓ）；
リゾクトニア属（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）の種、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈ
ｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；
タペシア属（Ｔａｐｅｓｉａ）の種、例えば、タペシア・アクフォルミス（Ｔａｐｅｓｉ
ａ　ａｃｕｆｏｒｍｉｓ）；
チエラビオプシス属（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ）の種、例えば、チエラビオプシス・
バシコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ）；
によって生じる根および茎の病気；
　例えば、
アルテルナリア属（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）の種、例えば、アルテルナリア属種（Ａｌｔ
ｅｒｎａｒｉａ　ｓｐｐ．）；
アスペルギルス属（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）の種、例えば、アスペルギルス・フラブス
（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；
クラドスポリウム属（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ）の種、例えば、クラドスポリウム属種
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（Ｃｌａｄｏｓｐｏｒｉｕｍ　ｓｐｐ．）；
クラビセプス属（Ｃｌａｖｉｃｅｐｓ）の種、例えば、クラビセプス・プルプレア（Ｃｌ
ａｖｉｃｅｐｓ　ｐｕｒｐｕｒｅａ）；
フサリウム属（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）の種、例えば、フサリウム・クルモルム（Ｆｕｓａｒ
ｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）；
ギベレラ属（Ｇｉｂｂｅｒｅｌｌａ）の種、例えば、ギベレラ・ゼエ（Ｇｉｂｂｅｒｅｌ
ｌａ　ｚｅａｅ）；
モノグラフェラ属（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ）の種、例えば、モノグラフェラ・ニバ
リス（Ｍｏｎｏｇｒａｐｈｅｌｌａ　ｎｉｖａｌｉｓ）；
によって生じる穂の病気（トウモロコシ作物を含む）；
　クロボ菌類（ｓｍｕｔ　ｆｕｎｇｉ）、例えば、
スファセロテカ属（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ）の種、例えば、スファセロテカ・レイ
リアナ（Ｓｐｈａｃｅｌｏｔｈｅｃａ　ｒｅｉｌｉａｎａ）；
チレチア属（Ｔｉｌｌｅｔｉａ）の種、例えば、チレチア・カリエス（Ｔｉｌｌｅｔｉａ
　ｃａｒｉｅｓ）；
ウロシスチス属（Ｕｒｏｃｙｓｔｉｓ）の種、例えば、ウロシスチス・オクルタ（Ｕｒｏ
ｃｙｓｔｉｓ　ｏｃｃｕｌｔａ）；
ウスチラゴ属（Ｕｓｔｉｌａｇｏ）の種、例えば、ウスチラゴ・ヌダ（Ｕｓｔｉｌａｇｏ
　ｎｕｄａ）；
によって生じる病気；
　例えば、
アスペルギルス属（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ）の種、例えば、アスペルギルス・フラブス
（Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ）；
ボトリチス属（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）の種、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔ
ｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）；
ペニシリウム属（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ）の種、例えば、ペニシリウム・エクスパンス
ム（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｅｘｐａｎｓｕｍ）；
スクレロチニア属（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ）の種、例えば、スクレロチニア・スクレロ
チオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕｍ）；
ベルチシリウム属（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ）の種、例えば、ベルチシリウム・アルボア
トルム（Ｖｅｒｔｉｃｉｌｉｕｍ　ａｌｂｏａｔｒｕｍ）；
によって生じる果実腐敗；
　例えば、
フサリウム属（Ｆｕｓａｒｉｕｍ）の種、例えば、フサリウム・クルモルム（Ｆｕｓａｒ
ｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）；
フィトフトラ属（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）の種、例えば、フィトフトラ・カクトルム
（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｃａｃｔｏｒｕｍ）；
フチウム属（Ｐｙｔｈｉｕｍ）の種、例えば、フチウム・ウルチマム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　
ｕｌｔｉｍｕｍ）；
リゾクトニア属（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）の種、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈ
ｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；
スクレロチウム属（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ）の種、例えば、スクレロチウム・ロルフシイ
（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｕｍ　ｒｏｌｆｓｉｉ）；
によって生じる種子および土壌腐敗並びに立ち枯れ病、並びにその上、苗の病気；
　例えば、
ネクトリア属（Ｎｅｃｔｒｉａ）の種、例えば、ネクトリア・ガリゲナ（Ｎｅｃｔｒｉａ
　ｇａｌｌｉｇｅｎａ）；
によって生じる癌性病、こぶおよび天狗巣病；
　例えば、
モニリニア属（Ｍｏｎｉｌｉｎｉａ）の種、例えば、モニリニア・ラクサ（Ｍｏｎｉｌｉ
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ｎｉａ　ｌａｘａ）
によって生じる立ち枯れ病；
　例えば、
タフリナ属（Ｔａｐｈｒｉｎａ）の種、例えば、タフリナ・デフォルマンス（Ｔａｐｈｒ
ｉｎａ　ｄｅｆｏｒｍａｎｓ）；
によって生じる葉、花および果実の変形；
　例えば、
エスカ（Ｅｓｃａ）の種、例えば、フェモニエラ・クラミドスポラ（Ｐｈａｅｍｏｎｉｅ
ｌｌａ　ｃｌａｍｙｄｏｓｐｏｒａ）；
によって生じる木質植物の変性病；
　例えば、
ボトリチス属（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）の種、例えば、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔ
ｉｓ　ｃｉｎｅｒｅａ）；
によって生じる花および種子の病気；
　例えば、
リゾクトニア属（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ）の種、例えば、リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈ
ｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａｎｉ）；
によって生じる植物塊茎の病気；
　細菌病原体、例えば、
キサントモナス属（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ）の種、例えば、キサントモナス・カンペス
トリス　ｐｖ．オリゼ（Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒｉｓ　ｐｖ．ｏｒｙ
ｚａｅ）；
シュードモナス属（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ）の種、例えば、シュードモナス・シリンゲ
　ｐｖ．ラクリマンス（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｓｙｒｉｎｇａｅ　ｐｖ．ｌａｃｈｒ
ｙｍａｎｓ）；
エルウィニア属（Ｅｒｗｉｎｉａ）の種、例えば、エルウィニア・アミロボラ（Ｅｒｗｉ
ｎｉａ　ａｍｙｌｏｖｏｒａ）；
によって生じる病気。
【０２２５】
　特には、以下のダイズの病気を駆除することが可能である：
例えば、アルテルナリア斑点病（ａｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（アルテ
ルナリアの種、アトランス・テヌイッシマ（ａｔｒａｎｓ　ｔｅｎｕｉｓｓｉｍａ））、
炭疽病（コレトトリクム・グロエオスポロイデス・デマチウム　ｖａｒ．トルンカツム（
Ｃｏｌｌｅｔｏｔｒｉｃｈｕｍ　ｇｌｏｅｏｓｐｏｒｏｉｄｅｓ　ｄｅｍａｔｉｕｍ　ｖ
ａｒ．ｔｒｕｎｃａｔｕｍ）、褐斑病（ｂｒｏｗｎ　ｓｐｏｔ）（セプトリア・グリシネ
ス（Ｓｅｐｔｏｒｉａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、ダイズ斑点病（ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　
ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ　ａｎｄ　ｂｌｉｇｈｔ）（セルコスポラ・キクチイ（Ｃｅｒｃｏｓ
ｐｏｒａ　ｋｉｋｕｃｈｉｉ））、コアネホラ葉枯れ病（ｃｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｌｅ
ａｆ　ｂｌｉｇｈｔ）（コアネホラ・インフンジブリフェラ・トリスポラ（Ｓｙｎ）（Ｃ
ｈｏａｎｅｐｈｏｒａ　ｉｎｆｕｎｄｉｂｕｌｉｆｅｒａ　ｔｒｉｓｐｏｒａ　（Ｓｙｎ
．））、ダクツリオホラ斑点病（ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（
ダクツリオホラ・グリシネス（Ｄａｃｔｕｌｉｏｐｈｏｒａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、ベ
ト病（ペロノスポラ・マンシュリカ（Ｐｅｒｏｎｏｓｐｏｒａ　ｍａｎｓｈｕｒｉｃａ）
）、ドレクスレラ葉枯れ病（ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｂｌｉｇｈｔ）（ドレクスレラ・グ
リシニ（Ｄｒｅｃｈｓｌｅｒａ　ｇｌｙｃｉｎｉ））、輪紋葉病（ｆｒｏｇｅｙｅ　ｌｅ
ａｆ　ｓｐｏｔ）（セルコスポラ・ソジナ（Ｃｅｒｃｏｓｐｏｒａ　ｓｏｊｉｎａ））、
レプトスフェルリナ斑点病（ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）
（レプトスフェルリナ・トリホリイ（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｕｌｉｎａ　ｔｒｉｆｏｌ
ｉｉ））、フィロスチカ斑点病（ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（フィ
ロスチクタ・ソジェコラ（Ｐｈｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ　ｓｏｊａｅｃｏｌａ））、うどん
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粉病（ミクロスフェラ・ジフサ（Ｍｉｃｒｏｓｐｈａｅｒａ　ｄｉｆｆｕｓａ））、ピレ
ノカエタ斑点病（ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｌｅａｆ　ｓｐｏｔ）（ピレノカエタ・グ
リシネス（Ｐｙｒｅｎｏｃｈａｅｔａ　ｇｌｙｃｉｎｅｓ））、リゾクトニア地上部、葉
およびウェブ枯れ病（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ａｅｒｉａｌ，ｆｏｌｉａｇｅ，ａｎｄ
　ｗｅｂ　ｂｌｉｇｈｔ）（リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａ
ｎｉ））、サビ病（ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉ
ｚｉ））、黒星病（スファセロマ・グリシネス（Ｓｐｈａｃｅｌｏｍａ　ｇｌｙｃｉｎｅ
ｓ））、ステムフィリウム葉枯れ病（ステムフィリウム・ボトリオスム（Ｓｔｅｍｐｈｙ
ｌｉｕｍ　ｂｏｔｒｙｏｓｕｍ））、ダイズ褐色輪紋病（ｔａｒｇｅｔ　ｓｐｏｔ）（コ
リネスポラ・カッシイコラ（Ｃｏｒｙｎｅｓｐｏｒａ　ｃａｓｓｉｉｃｏｌａ））によっ
て生じる葉、茎、さやおよび種子に関する真菌病；
例えば、黒根腐病（Ｂｌａｃｋ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（カロネクトリア・クロタラリエ（
Ｃａｌｏｎｅｃｔｒｉａ　ｃｒｏｔａｌａｒｉａｅ））、ダイズ炭腐病（ｃｈａｒｃｏａ
ｌ　ｒｏｔ）（マクロホミナ・ファセオリナ（Ｍａｃｒｏｐｈｏｍｉｎａ　ｐｈａｓｅｏ
ｌｉｎａ））、ダイズ立枯病（ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｂｌｉｇｈｔ　ｏｒ　Ｗｉｌｔ）、根
腐病、並びにさやおよび頸領の腐敗（フサリウム・オキシスポルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　
ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ）、フサリウム・オルトセラス（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｏｒｔｈｏｃｅ
ｒａｓ）、フサリウム・セミテクツム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｓｅｍｉｔｅｃｔｕｍ）、フ
サリウム・エキセチ（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｅｑｕｉｓｅｔｉ））、ミコレプトジスクス根
腐病（ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（ミコレプトジスクス・テ
ルレストリス（Ｍｙｃｏｌｅｐｔｏｄｉｓｃｕｓ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ））、ネオコス
モスポラ（ｎｅｏｃｏｓｍｏｓｐｏｒａ）（ネオコスモプスポラ・バシンフェクタ（Ｎｅ
ｏｃｏｓｍｏｐｓｐｏｒａ　ｖａｓｉｎｆｅｃｔａ））、ダイズ黒点病（ｐｏｄ　ａｎｄ
　ｓｔｅｍ　ｂｌｉｇｈｔ）（ジアポルテ・ファセオロルム（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈ
ａｓｅｏｌｏｒｕｍ））、茎の腐敗（ジアポルテ・ファセオロルム　ｖａｒ．カウリボラ
（Ｄｉａｐｏｒｔｈｅ　ｐｈａｓｅｏｌｏｒｕｍ　ｖａｒ．Ｃａｕｌｉｖｏｒａ））、ダ
イズ茎疫病（ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｒｏｔ）（フィトフトラ・メガスペルマ（Ｐｈ
ｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｍｅｇａｓｐｅｒｍａ））、ダイズ落葉病（ｂｒｏｗｎ　ｓｔｅ
ｍ　ｒｏｔ）（フィアロホラ・グレガタ（Ｐｈｉａｌｏｐｈｏｒａ　ｇｒｅｇａｔａ））
、ピチウム腐敗（ｐｙｔｈｉｕｍ　ｒｏｔ）（ピチウム・アファニデルマツム（Ｐｙｔｈ
ｉｕｍ　ａｐｈａｎｉｄｅｒｍａｔｕｍ）、ピチウム・イレグラレ（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｉ
ｒｒｅｇｕｌａｒｅ）、ピチウム・デバリアヌム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｄｅｂａｒｙａｎｕ
ｍ）、ピチウム・ミリオチルム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｍｙｒｉｏｔｙｌｕｍ）、ピチウム・
ウルチムム（Ｐｙｔｈｉｕｍ　ｕｌｔｉｍｕｍ））、リゾクトニア根腐れ、茎枯れおよび
立枯れ（ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ，ｓｔｅｍ　ｄｅｃａｙ，ａｎｄ　
ｄａｍｐｉｎｇ－ｏｆｆ）（リゾクトニア・ソラニ（Ｒｈｉｚｏｃｔｏｎｉａ　ｓｏｌａ
ｎｉ））、スクレロチニア茎枯れ（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｔｅｍ　ｄｅｃａｙ）（
スクレロチニア・スクレロチオルム（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｃｌｅｒｏｔｉｏｒｕ
ｍ））、スクレロチニア白絹病（ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｓｏｕｔｈｅｒｎ　ｂｌｉｇ
ｈｔ）（スクレロチニア・ロルフシイ（Ｓｃｌｅｒｏｔｉｎｉａ　ｒｏｌｆｓｉｉ））、
チエラビオプシス根腐病（ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｒｏｏｔ　ｒｏｔ）（チエラビ
オプシス・バシコラ（Ｔｈｉｅｌａｖｉｏｐｓｉｓ　ｂａｓｉｃｏｌａ））によって生じ
る根および基部に関する真菌病。
【０２２６】
　本発明による活性化合物の組み合わせは、サビ病病原体、例えば、ファコプソラ属（Ｐ
ｈａｋｏｐｓｏｒａ）の種、例えば、ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　
ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）およびファコプソラ・メイボミエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅ
ｉｂｏｍｉａｅ）によって生じる病気の駆除に特に適する。
【０２２７】
　以下のダイズの病気の駆除が好ましい：
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サビ病（ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）およ
びファコプソラ・メイボミエ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｍｅｉｂｏｍｉａｅ））によって
生じる葉、茎、さやおよび種子に関する真菌病。ファコプソラ・パキリジ（Ｐｈａｋｏｐ
ｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）の駆除が特に好ましい。
【０２２８】
　植物がこれらの活性化合物の組み合わせに対して植物病の駆除に必要な濃度で耐性であ
るという事実は、植物全体（植物の地上部分および根）、増殖用資源および種子、並びに
土壌の処理を許容する。本発明による活性化合物の組み合わせは、葉への適用に、さもな
ければ種子処置として用いることができる。
【０２２９】
　植物病原性真菌によって生じる作物に対する損傷の大部分は、種子が、植物の発芽の最
中および直後に加えて保存の最中および種子が土壌に導入された後に攻撃されるときに早
くも生じる。この相は、生長する植物の根および苗が特に感受性であり、些細な損傷でさ
え植物全体の死につながり得るため、特に重要である。したがって、種子および発芽する
植物を適切な組成物の使用によって保護することは非常に興味深いものである。
【０２３０】
　出芽後の植物に損傷を与える植物病原性真菌の駆除は、主として、土壌および植物の地
上部分を作物保護剤で処理することによって行う。環境並びにヒトおよび動物の健康に対
する可能性のある作物保護剤の影響に関する懸念のため、適用する活性化合物の量を低減
する努力がなされている。
【０２３１】
　植物の種子の処理による植物病原性真菌の駆除は長年知られており、絶え間ない改善の
主題である。しかしながら、種子の処理は、常に満足のいく方法で解決できるとは限らな
い一連の問題を頻繁に伴う。したがって、播種後もしくは植物の出芽後に作物保護剤のさ
らなる適用を施すか、またはさらなる適用が少なくとも減少している、種子および発芽し
ている植物を保護するための方法を開発することが望ましい。用いられる活性化合物の量
を、植物病原性真菌による攻撃からの最大保護を種子および発芽している植物にもたらす
ものの、用いられる活性化合物によって植物自体が損傷を受けることがないような方法で
最適化することがさらに望ましい。特には、種子の処理方法は、用いられる作物保護剤を
最少にしながら種子および発芽する植物の最適保護を達成するため、トランスジェニック
植物の内在性殺真菌特性も考慮すべきである。
【０２３２】
　したがって、本発明は、特には、種子および発芽する植物を植物病原性真菌による攻撃
から保護するための方法であって、種子を本発明による組成物で処理することによる方法
にも関する。
【０２３３】
　同様に、本発明は、種子および発芽する植物を植物病原性真菌から保護するための、種
子を処理するための本発明による組成物の使用に関する。
【０２３４】
　さらに、本発明は、植物病原性真菌からの保護をもたらすために本発明による組成物で
処理されている種子に関する。
【０２３５】
　本発明の利点の１つは、本発明による組成物の全体的特性により、これらの組成物での
種子の処理が、種子自体だけではなく、出芽後に得られる植物をも植物病原性真菌から保
護することである。このようにして、播種時もしくはこの直後の作物の即時処理を行うこ
とができる。
【０２３６】
　さらに、本発明による混合物を、特には、トランスジェニック種子において用いること
もできることを利点と考えなければならない。
【０２３７】
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　本発明による組成物は、農業、温室、森林もしくは園芸において用いられるあらゆる植
物種の種子の保護に適する。特には、これは穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギ
、雑穀およびオートムギ）、トウモロコシ、木綿、ダイズ、コメ、ジャガイモ、ヒマワリ
、豆類、コーヒー、ビート（例えば、テンサイおよび飼料ビート）、ラッカセイ、野菜（
例えば、トマト、キュウリ、タマネギおよびレタス）、芝および観賞植物の種子の形態を
取る。穀類（例えば、コムギ、オオムギ、ライムギおよびオートムギ）、トウモロコシお
よびコメの種子の処理が特に重要なものである。さらに、ダイズの種子の処理が特に重要
なものである。
【０２３８】
　本発明の脈絡において、本発明による組成物は単独で、もしくは適切な配合物として種
子に適用される。好ましくは、種子は、処理の最中の損傷を回避するのに十分な安定性の
状態で処理される。一般には、収穫と播種の間のあらゆる時点で種子を処理することがで
きる。通常用いられる種子は植物から分離され、穂軸、殻、茎、外皮、果実の毛もしくは
果肉がない。したがって、例えば、収穫され、洗浄され、１５重量％未満の含水率まで乾
燥された種子を用いることができる。その代わりに、乾燥後に、例えば、水で処理された
後に再度乾燥されている種子を用いることもできる。
【０２３９】
　種子を処理するとき、一般には、種子に適用される本発明による組成物の量および／も
しくはさらなる添加物の量が、種子の発芽が悪影響を受けず、もしくは得られる植物が損
傷を受けないような方法で選択されるように用心しなければならない。これは、特に、特
定の適用率で植物毒性効果を有し得る活性化合物の場合、心に留めなければならない。
【０２４０】
　本発明による組成物は直接、すなわち、さらなる成分を含むことなく、並びに希釈する
ことなしに適用することができる。一般には、適切な配合物の形態で組成物を種子に適用
することが好ましい。適切な配合物および種子の処理方法は熟練研究者に公知であり、例
えば、以下の文献に記載される：ＵＳ　４，２７２，４１７　Ａ、ＵＳ　４，２４５，４
３２　Ａ、ＵＳ　４，８０８，４３０　Ａ、ＵＳ　５，８７６，７３９　Ａ、ＵＳ　２０
０３／０１７６４２８　Ａ１、ＷＯ　２００２／０８０６７５　Ａ１、ＷＯ　２００２／
０２８１８６　Ａ２。
【０２４１】
　本発明による活性化合物の組み合わせは作物の収量の増加にも適する。加えて、これら
は毒性の低減を示し、植物が十分に耐性する。
【０２４２】
　本発明によると、全ての植物および植物の部分を処理することができる。植物は、ここ
では、全ての植物および植物集団、例えば、望ましい、および望ましくない野生植物もし
くは作物植物（天然作物植物を含む）を意味するものと理解されるべきである。作物植物
は、トランスジェニック植物を含めて、および植物ブリーダーの証明書によって保護可能
であるか、もしくは保護され得ない植物品種を含めて、通常の植物栽培および最適化法に
より、または生物工学的および遺伝子工学的方法により、またはこれらの方法の組合せに
より得ることができる植物であり得る。植物の部分は、植物の全ての地上および地下部分
並びに器官、例えば、苗条、葉、花および根を意味するものと理解されるべきであり、言
及することができる例は、葉、針葉（ｎｅｅｄｅｌｅ）、茎、幹、花、果実体、果実およ
び種子、並びに、その上、根、塊茎および根茎である。植物の部分には、収穫された物質
並びに植物生長性および生殖増殖性物質、例えば、苗、塊茎、根茎、挿し穂（ｃｕｔｔｉ
ｎｇ）および種子も含まれる。
【０２４３】
　活性化合物の組み合わせでの植物および植物の部分（種子を含む）の本発明による処理
は直接、またはこれらの環境、生息地もしくは貯蔵領域に対する通例の処理方法による作
用により、例えば、浸漬、噴霧、蒸散、霧状化、散播、刷毛塗りにより、および、増殖性
物質の場合、特には、種子の場合、さらに単層もしくは多層コーティングにより行う。こ
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こで、活性化合物の組み合わせは、処理に先立ち、個々の活性化合物を混合することによ
って調製することができ、したがって、これらは混合物として適用される。その代わりに
、最初にグループ（１）の１つの除草剤を用い、次いでグループ（２）から（２３）の活
性化合物で処理することによって処理を連続的に行う。しかしながら、最初に植物もしく
は植物部分（種子を含む）をグループ（２）から（２３）の活性化合物で処理し、次いで
グループ（１）の除草剤で処理することも可能である。特には、最初に種子にグループ（
２）から（２３）の１以上の活性化合物の単層もしくは多層コーティングを施し、得られ
る植物に、感染の発生後のみに、グループ（１）の除草剤を噴霧することも可能である（
例えば、ダイズもしくはトウモロコシの種子を最初にフルキンコナゾールもしくはカルボ
キシンで処理し、次いで、後に、グリホサートを葉に適用し；またはアブラナの種子を最
初にフルキンコナゾールもしくはカルボキシンで処理し、次いで、後に、グルホシナート
を葉に適用する）。
【０２４４】
　既に上述のように、全ての植物およびこれらの部分を本発明に従って処理することがで
きる。好ましい実施形態において、野生植物種および植物品種、または通常の生物学的栽
培法、例えば、交雑もしくはプロトプラスト融合によって得られるもの、並びにこれらの
部分が処理される。さらなる好ましい実施形態においては、トランスジェニック植物およ
び、適切であるならば通常の方法と組合せて、遺伝子工学によって得られる植物品種（遺
伝的改変生物）、並びにこれらの部分が処理される。「部分」もしくは「植物の部分」も
しくは「植物部分」という用語は上で説明されている。
【０２４５】
　特に好ましくは、各々の場合において商業的に入手可能であるか、または使用中である
植物品種の植物が本発明に従って処理される。
【０２４６】
　植物種もしくは植物品種、これらの場所および成長条件（土壌、気候、植生期間、栄養
）に依存して、本発明による処理は超加算（「相乗」）効果をも生じ得る。したがって、
例えば、実際に予想された効果を上回る、適用率の減少および／または活性スペクトルの
拡大および／または本発明に従って用いることができる物質および組成物の活性の増加、
より良好な植物の成長、高温もしくは低温に対する耐性の増加、乾燥もしくは水もしくは
土壌塩含量に対する耐性の増加、開花成績の向上、より容易な収穫、熟成の加速、より多
い収穫量、収穫された産物のより良好な品質および／またはより高い栄養価、収穫された
産物のより良好な貯蔵安定性および／または処理性が可能である。
【０２４７】
　本発明に従って好ましく処理されるトランスジェニック植物もしくは植物品種（すなわ
ち、遺伝子工学によって得られるもの）には、遺伝的改変において、特に有利で有用な特
性（「形質」）をこれらの植物に付与する遺伝的物質を受容した全ての植物が含まれる。
このような特性の例は、より良好な植物の成長、高温もしくは低温に対する耐性の増加、
乾燥または水もしくは土壌塩含量に対する耐性の増加、開花成績の向上、より容易な収穫
、熟成の加速、より多い収穫量、収穫された産物のより良好な品質および／またはより高
い栄養価、収穫された産物のより良好な貯蔵安定性および／または処理性である。このよ
うな特性のさらなる、特に強調される例は、動物および微生物有害生物、例えば、昆虫、
ダニ、植物病原性真菌、細菌および／もしくはウイルスに対する植物のより良好な防御並
びに、その上、特定の除草活性化合物に対する植物の耐性の増加である。言及することが
できるトランスジェニック植物の例は、重要な作物植物、例えば、穀類（コムギ、コメ）
、トウモロコシ、ダイズ、ジャガイモ、木綿、アブラナおよび、その上、果実植物（果実
リンゴ、ナシ、柑橘類果物およびブドウを伴う）であり、トウモロコシ、ダイズ、ジャガ
イモ、木綿およびアブラナが特に強調される。強調される形質は、特には、昆虫に対する
、植物において形成される毒素、特には、バチルス・ツリンギエンシス（Ｂａｃｉｌｌｕ
ｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ）に由来する遺伝物質によって（例えば、遺伝子Ｃｒｙ
ＩＡ（ａ）、ＣｒｙＩＡ（ｂ）、ＣｒｙＩＡ（ｃ）、ＣｒｙＩＩＡ、ＣｒｙＩＩＩＡ、Ｃ
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ｒｙＩＩＩＢ２、Ｃｒｙ９ｃ、Ｃｒｙ２Ａｂ、Ｃｒｙ３ＢｂおよびＣｒｙＩＦ、並びにそ
の上、これらの組合せによって）植物において形成されるものによる植物の防御の増加で
ある（以下、「Ｂｔ植物」と呼ぶ）。さらに特に強調される形質は、特定の除草活性化合
物、例えば、イミダゾリノン、スルホニル尿素、グリホサートもしくはホスフィノトリシ
ンに対する植物の耐性の増加である（例えば、「ＰＡＴ」遺伝子）。問題の望ましい形質
を付与する遺伝子はトランスジェニック植物において互いに組み合わされて存在していて
もよい。言及することができる「Ｂｔ植物」の例は、ＹＩＥＬＤ　ＧＡＲＤ（登録商標）
（例えば、トウモロコシ、木綿、ダイズ）、ＫｎｏｃｋＯｕｔ（登録商標）（例えば、ト
ウモロコシ）、Ｓｔａｒｌｉｎｋ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）、Ｂｏｌｌｇａ
ｒｄ（登録商標）（木綿）、Ｎｕｃｏｔｎ（登録商標）（木綿）およびＮｅｗＬｅａｆ（
登録商標）（ジャガイモ）の商品名で販売される、トウモロコシ変種、木綿変種、ダイズ
変種およびジャガイモ変種である。言及することができる除草剤耐性植物の例は、Ｒｏｕ
ｎｄｕｐ　Ｒｅａｄｙ（登録商標）（グリホサートに対する耐性、例えば、トウモロコシ
、木綿、ダイズ）、Ｌｉｂｅｒｔｙ　Ｌｉｎｋ（登録商標）（ホスフィノトリシンに対す
る耐性、例えば、アブラナ）、ＩＭＩ（登録商標）（イミダゾリノンに対する耐性）およ
びＳＴＳ（登録商標）（スルホニル尿素に対する耐性、例えば、トウモロコシ）の商品名
で販売される、トウモロコシ変種、木綿変種およびダイズ変種である。言及することがで
きる除草剤耐性植物（除草剤耐性のために通常の方法で品種改良された植物）には、Ｃｌ
ｅａｒｆｉｅｌｄ（登録商標）（例えば、トウモロコシ）の名称で販売される変種も含ま
れる。もちろん、これらの記載は、これらの遺伝的形質もしくは依然として開発中である
遺伝的形質を有し、将来開発および／もしくは市販されるであろう植物品種にも適用され
る。
【０２４８】
　これらの特定の物理的および／もしくは化学的特性に依存して、本発明による活性化合
物の組み合わせを通例の配合物、例えば、溶液、エマルジョン、懸濁液、粉末、ダスト、
フォーム、ペースト、可溶性粉末、顆粒、エアロゾル、乳懸濁液濃縮物、活性化合物を含
浸させた天然および合成物質、並びにポリマー物質内および種子用コーティング物質内の
微量封入、並びにＵＬＶ冷および温発霧配合物に変換することができる。
【０２４９】
　これらの配合物は公知の方法で、例えば、活性化合物もしくは活性化合物の組み合わせ
を、場合によっては表面活性剤、すなわち、乳化剤および／もしくは分散剤、および／も
しくは泡形成剤を用いて、増量剤、すなわち、液体溶媒、圧力下での液化ガス、および／
もしくは固体担体と混合することによって製造される。
【０２５０】
　用いられる増量剤が水である場合、例えば、有機溶媒を補助溶媒として用いることもで
きる。本質的に、適切な液体溶媒は：芳香族物質、例えば、キシレン、トルエンもしくは
アルキルナフタレン、塩素化芳香族物質もしくは塩素化脂肪族炭化水素、例えば、クロロ
ベンゼン、クロロエチレンもしくは塩化メチレン、脂肪族炭化水素、例えば、シクロヘキ
サンもしくはパラフィン、例えば、石油画分、鉱油および植物油、アルコール、例えば、
ブタノールもしくはグリコール並びにこれらのエーテルおよびエステル、ケトン、例えば
、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトンもしくはシクロヘキサノン、
強度に極性の溶媒、例えば、ジメチルホルムアミドおよびジメチルスルホキシド、さもな
くば、水である。
【０２５１】
　液化ガス増量剤もしくは坦体は標準温度および大気圧の下で気体状である液体、例えば
、エアロゾル噴射剤、例えば、ブタン、プロパン、窒素および二酸化炭素を意味するもの
と理解されるべきである。
【０２５２】
　適切な固体担体は：例えば、アンモニウム塩および粉砕天然無機物、例えば、カオリン
、クレー、タルク、チョーク、石英、アタパルガイト、モンモリロナイトもしくは珪藻土
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、および粉砕合成無機物、例えば、細粒シリカ、アルミナおよびケイ酸塩である。顆粒に
適する固体担体は：例えば、破砕および細分化天然岩石、例えば、方解石、軽石、大理石
、海泡石および苦灰石、さもなくば、無機および有機粗挽き粉の合成顆粒、並びに有機材
料の顆粒、例えば、木屑、ココナッツの殻、トウモロコシ粕およびタバコ茎である。適切
な乳化剤および／もしくは泡形成剤は：例えば、非イオン性およびアニオン性乳化剤、例
えば、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル
、例えば、アルキルアリールポリグリコールエーテル、アルキルスルホネート、アルキル
スルフェート、アリールスルホネート、さもなくば、タンパク加水分解物である。適切な
分散剤は：例えば、リグノ亜硫酸塩廃液およびメチルセルロースである。
【０２５３】
　増粘剤、例えば、カルボキシメチルセルロース、粉末、顆粒もしくはラテックスの形態
にある天然および合成ポリマー、例えば、アラビアゴム、ポリビニルアルコールおよびポ
リビニルアセテート、さもなくば天然リン脂質、例えば、セファリンおよびレシチン、並
びに合成リン脂質を配合物中に用いることができる。他の可能な添加物は鉱油および植物
油である。
【０２５４】
　着色料、例えば、無機顔料、例えば、酸化鉄、酸化チタンおよびプルシアンブルー、並
びに有機染料、例えば、アリザリン染料、アゾ染料および金属フタロシアニン染料、並び
に微量栄養素、例えば、鉄、マンガン、ホウ素、銅、コバルト、モリブデンおよび亜鉛の
塩を用いることができる。
【０２５５】
　市販の配合物から調製される使用形態の活性化合物含有率は広い範囲内で変化し得る。
動物有害生物、例えば、昆虫およびダニを駆除するための使用形態の活性化合物の濃度は
活性化合物０．００００００１から９５重量％であり得、好ましくは、０．０００１から
１重量％である。適用はこの使用形態に適合する通例の方法である。
【０２５６】
　望ましくない植物病原性真菌を駆除するための配合物は、一般には活性化合物０．１か
ら９５重量％、好ましくは０．５から９０％を含む。
【０２５７】
　本発明による活性化合物の組み合わせはこのようなものとして、これらの配合物の形態
で、もしくはこれらから調製される使用形態、例えば、即時使用溶液、乳化性濃縮物、エ
マルジョン、懸濁液、湿潤性粉末、可溶性粉末、ダストおよび顆粒で用いることができる
。これらは通例の方法で、例えば、散水（水浸し）、液滴灌水（ｄｒｉｐ　ｉｒｒｉｇａ
ｔｉｏｎ）、噴霧、霧状化、散播、粉末散布、泡状化、適用、薄塗りにより、および乾燥
種子処理用の粉末、種子処理用の溶液、種子処理用の水溶性粉末、スラリー処理用の水溶
性粉末として、もしくは被覆等で用いられる。
【０２５８】
　市販配合物中の、およびこれらの配合物から調製される使用形態にある、本発明による
活性化合物の組み合わせは、他の活性化合物、例えば、殺昆虫剤、誘引剤、滅菌剤、殺菌
剤、殺ダニ剤、殺線虫剤、殺真菌剤、成長調節剤もしくは除草剤との混合物として存在し
得る。
【０２５９】
　本発明による活性化合物の組み合わせを用いるとき、適用率は適用の種類に依存して比
較的広い範囲内で変化し得る。植物の部分の処理において、活性化合物の組み合わせの適
用率は、一般には、０．１から１００００ｇ／ｈａ、好ましくは、１０から１０００ｇ／
ｈａである。種子の処理においては、活性化合物の組み合わせの適用率は、一般には、種
子のキログラム当たり０．００１から５０ｇ、好ましくは、種子のキログラム当たり０．
０１から１０ｇである。土壌の処理においては、活性化合物の組み合わせの適用率は、一
般には、０．１から１００００ｇ／ｈａ、好ましくは、１から５０００ｇ／ｈａである。
【０２６０】
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　これらの活性化合物の組み合わせは、このようなものとして、濃縮物の形態で、もしく
は一般に通例の配合物、例えば、粉末、顆粒、溶液、懸濁液、エマルジョンもしくはペー
ストの形態で用いることができる。
【０２６１】
　言及される配合物はそれ自体公知の方法で、例えば、活性化合物を少なくとも１種類の
溶媒もしくは希釈剤、乳化剤、分散剤および／または結合剤もしくは定着剤、撥水剤、所
望であれば、乾燥剤およびＵＶ安定化剤、並びに、所望であれば、着色料および顔料並び
に他の処理助剤と混合することによって調製することができる。
【０２６２】
　本発明による活性化合物の組み合わせの良好な殺真菌作用は以下の例によって示される
。個々の活性化合物はこれらの殺真菌作用の弱さを示すものの、これらの組み合わせは作
用の単純な合計を上回る作用を示す。
【０２６３】
　殺真菌剤における相乗効果は、活性化合物の組み合わせの殺真菌活性が個別に適用され
るときの活性化合物の活性の合計を上回るとき、常に存在する。
【０２６４】
　２種類の活性化合物の所定の組み合わせに予想される殺真菌作用は、以下のように、Ｓ
．Ｒ．Ｃｏｌｂｙ（「Ｃａｌｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｙｎｅｒｇｉｓｔｉｃ　ａｎｄ　Ａｎ
ｔａｇｏｎｉｓｔｉｃ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ　ｏｆ　Ｈｅｒｂｉｃｉｄｅ　Ｃｏｍｂｉｎ
ａｔｉｏｎｓ」，Ｗｅｅｄｓ　１９６７，１５，２０－２２）に従って算出することがで
きる：
　Ｘが活性化合物Ａをｍ　ｇ／ｈａの適用率で用いるときの効力であり、
　Ｙが活性化合物Ｂをｎ　ｇ／ｈａの適用率で用いるときの効力であり、
　Ｅが活性化合物ＡおよびＢをｍおよびｎ　ｇ／ｈａの適用率で用いるときの効力である
場合、
【０２６５】
【数１】

ここで、効力は％で決定される。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０２６６】
　実際の殺真菌活性が算出値を上回る場合、この組み合わせの活性は超加算的であり、す
なわち、相乗効果が存在する。この場合、実際に観察される効力は上記式を用いて予想さ
れる効力（Ｅ）について算出された値を上回らなければならない。
【０２６７】
　本発明を以下の例によって説明する。しかしながら、本発明はこれらの例に限定される
ものではない。
【実施例】
【０２６８】
　（実施例Ａ）
　フィトフトラ（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ）試験（トマト）／保護的
【０２６９】

【表３】

【０２７０】
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　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０２７１】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にフィトフトラ・インフェスタ
ンス（Ｐｈｙｔｏｐｈｔｈｏｒａ　ｉｎｆｅｓｔａｎｓ）の水性胞子懸濁液を接種する。
その後、植物を約２０℃および１００％相対大気湿度の温置室内に入れる。
【０２７２】
　評価は接種の３日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０２７３】
　（実施例Ｂ）
　プラスモパラ（Ｐｌａｓｍｏｐａｒａ）試験（ブドウ）／保護的
【０２７４】

【表４】

【０２７５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０２７６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にプラスモパラ・ビチコラ（Ｐ
ｌａｓｍｏｐａｒａ　ｖｉｔｉｃｏｌａ）の水性胞子懸濁液を接種し、次いで約２０℃お
よび１００％相対大気湿度の温置室内に１日間留める。次に、これらの植物を約２１℃お
よび約９０％大気湿度の温室内に４日間入れる。その後、植物を湿らせ、温置室に１日間
入れる。
【０２７７】
　評価は接種の６日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０２７８】
　（実施例Ｃ）
　ポドスフェラ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ）試験（リンゴ）／保護的
【０２７９】

【表５】

【０２８０】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０２８１】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にリンゴうどん粉病病原体ポド
スフェラ・ロイコトリカ（Ｐｏｄｏｓｐｈａｅｒａ　ｌｅｕｃｏｔｒｉｃｈａ）の水性胞
子懸濁液を接種する。その後、これらの植物を約２３℃および約７０％の相対大気湿度の
温室内に入れる。
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　評価は接種の１０日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０２８３】
　（実施例Ｄ）
　スフェロテカ（Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ）試験（キュウリ）／保護的
【０２８４】
【表６】

【０２８５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０２８６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にスフェロテカ・フリギネア（
Ｓｐｈａｅｒｏｔｈｅｃａ　ｆｕｌｉｇｉｎｅａ）の水性胞子懸濁液を接種する。その後
、これらの植物を約２３℃および約７０％の相対大気湿度の温室内に入れる。
【０２８７】
　評価は接種の７日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０２８８】
　（実施例Ｅ）
　ウンシヌラ（Ｕｎｃｉｎｕｌａ）試験（ブドウ）／保護的
【０２８９】
【表７】

【０２９０】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０２９１】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にウンシヌラ・ネカトル（Ｕｎ
ｃｉｎｕｌａ　ｎｅｃａｔｏｒ）の水性胞子懸濁液を接種する。その後、これらの植物を
約２３℃および約７０％の相対大気湿度の温室内に入れる。
【０２９２】
　評価は接種の１４日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０２９３】
　（実施例Ｆ）
　ウロミセス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ）試験（マメ）／保護的
【０２９４】
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【０２９５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０２９６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にサビ病病原体ウロミセス・ア
ペンジクラツス（Ｕｒｏｍｙｃｅｓ　ａｐｐｅｎｄｉｃｕｌａｔｕｓ）の水性胞子懸濁液
を接種し、次いで約２０℃および１００％相対大気湿度の温置室内に１日間留める。次に
、これらの植物を約２３℃および約９０％の相対大気湿度の温室内に入れる。
【０２９７】
　評価は接種の１０日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０２９８】
　（実施例Ｇ）
　ファコプソラ（Ｐｈａｋｏｐｓｏｒａ）試験（ダイズ）
　用いられる適切な活性化合物調製品は市販の配合物であり、必要であれば、適用に先立
ち、これを望ましい濃度に希釈する。
【０２９９】
　ダイズ植物（ｃｖ．ミヤギシロメ（Ｍｉｙａｇｉｓｈｉｒｏｍｅ））を、７．５ｃｍの
直径を有するプラスチック容器において、これらが２／３葉段階に到達するまで１４日間
栽培する。活性化合物調製品を、以下に記載される濃度で、試験植物に噴霧した（各々の
場合において３つの試験容器に対して６ｍｌ、試験溶液はＮｅｏｅｓｔｅｒｉｎ　０．０
２％を増粘剤として含む）。
【０３００】
　活性化合物の適用の１日後、これらの植物にサビ病病原体ファコプソラ・パキリジ（Ｐ
ｈａｋｏｐｓｏｒａ　ｐａｃｈｙｒｈｉｚｉ）の夏胞子懸濁液（１×１０５夏胞子／ｍｌ
）を噴霧した。その後、これらの植物を、昼間は約２５℃、夜間は約１８℃で９１．９％
の相対大気湿度の温室内に入れる。
【０３０１】
　評価は、接種の１１日後に、非処理および処理植物の感染領域の比較によって行う。０
％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００％の効力は感染が観察されないこ
とを意味する。
【０３０２】
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【表９】

【０３０３】
　（実施例Ｈ）
　ベンツリア（Ｖｅｎｔｕｒｉａ）試験（リンゴ）／保護的
【０３０４】

【表１０】

【０３０５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３０６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にリンゴ黒星病病原体ベンツリ
ア・イネカリス（Ｖｅｎｔｕｒｉａ　ｉｎａｅｑｕａｌｉｓ）の水性分生子懸濁液を接種
し、次いで約２０℃および１００％相対大気湿度の温置室内に１日間留める。次に、これ
らの植物を約２１℃および約９０％の相対大気湿度の温室内に入れる。
【０３０７】
　評価は接種の１０日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３０８】
　（実施例Ｉ）
　アルテルナリア（Ａｌｔｅｒｎａｒｉａ）試験（トマト）／保護的
【０３０９】

【表１１】

【０３１０】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
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および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３１１】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にアルテルナリア・ソラニ（Ａ
ｌｔｅｒｎａｒｉａ　ｓｏｌａｎｉ）の水性胞子懸濁液を接種する。その後、これらの植
物を約２０℃および１００％相対大気湿度の温置室内に入れる。
【０３１２】
　評価は接種の３日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３１３】
　（実施例Ｊ）
　ボトリチス（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ）試験（マメ）／保護的
【０３１４】
【表１２】

【０３１５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３１６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、ボトリチス・シネレア（Ｂｏｔｒｙｔｉｓ　
ｃｉｎｅｒｅａ）がコロニーを形成する寒天の２つの小片を各々の葉の上に置く。これら
の接種植物を約２０℃および１００％相対大気湿度の暗室内に入れる。
【０３１７】
　葉の上の感染領域のサイズを接種の２日後に評価する。０％は対照に相当する効力を意
味し、これに対して１００％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３１８】
　（実施例Ｋ）
　エリシフェ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）試験（オオムギ）／保護的
【０３１９】
【表１３】

【０３２０】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３２１】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にエリシフェ・グラミニス　ｆ
．ｓｐ．ホルデイ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．ｓｐ．ｈｏｒｄｅｉ）の
胞子をまぶす。これらの植物を約２０℃の温度および約８０％の相対大気湿度の温室に入
れ、うどん粉病膿疱の発症を促進する。
【０３２２】
　評価は接種の７日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
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【０３２３】
　（実施例Ｌ）
　エリシフェ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ）試験（コムギ）／保護的
【０３２４】
【表１４】

【０３２５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３２６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にエリシフェ・グラミニス　ｆ
．ｓｐ．トリチシ（Ｅｒｙｓｉｐｈｅ　ｇｒａｍｉｎｉｓ　ｆ．ｓｐ．ｔｒｉｔｉｃｉ）
の胞子をまぶす。これらの植物を約２０℃の温度および約８０％の相対大気湿度の温室に
入れ、うどん粉病膿疱の発症を促進する。
【０３２７】
　評価は接種の７日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３２８】
　（実施例Ｍ）
　フサリウム・クルモルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｃｕｌｍｏｒｕｍ）試験（コムギ）／保
護的
【０３２９】
【表１５】

【０３３０】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３３１】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にフサリウム・クルモルムの分
生子懸濁液を噴霧する。これらの植物を透明温置フードの下、約２０℃の温度および約１
００％の相対大気湿度で温室に入れる。
【０３３２】
　評価は接種の４日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３３３】
　（実施例Ｎ）
　フサリウム・ニバレ（ｖａｒ．マジュス）（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｎｉｖａｌｅ　（ｖａ
ｒ．ｍａｊｕｓ））試験（コムギ）／保護的
【０３３４】
【表１６】
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【０３３５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３３６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にフサリウム・ニバレ（ｖａｒ
．マジュス）の分生子懸濁液を噴霧する。
【０３３７】
　これらの植物を透明温置フードの下、約１５℃の温度および約１００％の相対大気湿度
で温室に入れる。
【０３３８】
　評価は接種の４日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３３９】
　（実施例Ｏ）
　フサリウム・グラミネアルム（Ｆｕｓａｒｉｕｍ　ｇｒａｍｉｎｅａｒｕｍ）試験（オ
オムギ）／保護的
【０３４０】
【表１７】

【０３４１】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３４２】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にフサリウム・グラミネアルム
の分生子懸濁液を噴霧する。
【０３４３】
　これらの植物を透明温置フードの下、約１５℃の温度および１００％の相対大気湿度で
温室に入れる。
【０３４４】
　評価は接種の４日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３４５】
　（実施例Ｐ）
　レプトスフェリア・ノドルム（Ｌｅｐｔｏｓｐｈａｅｒｉａ　ｎｏｄｏｒｕｍ）試験（
コムギ）／保護的
【０３４６】
【表１８】

【０３４７】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３４８】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にレプトスフェリア・ノドルム
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の胞子懸濁液を噴霧する。これらの植物を２０℃および１００％相対大気湿度の温置室に
４８時間留める。
【０３４９】
　これらの植物を約１５℃の温度および８０％の相対大気湿度の温室に入れる。
【０３５０】
　評価は接種の１０日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３５１】
　（実施例Ｑ）
　シュードセルコスポレラ・ヘルポトリコイデス（Ｐｓｅｕｄｏｃｅｒｃｏｓｐｏｒｅｌ
ｌａ　ｈｅｒｐｏｔｒｉｃｈｏｉｄｅｓ）試験；Ｒ株（コムギ）／保護的
【０３５２】
【表１９】

【０３５３】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３５４】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物の茎の基部にシュードセルコス
ポレラ・ヘルポトリコイデスのＲ株の胞子を接種する。
【０３５５】
　これらの植物を約１０℃の温度および８０％の相対大気湿度の温室に入れる。
【０３５６】
　評価は接種の２１日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３５７】
　（実施例Ｒ）
　シュードセルコスポレラ・ヘルポトリコイデス試験；Ｗ株（コムギ）／保護的
【０３５８】
【表２０】

【０３５９】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３６０】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物の茎の基部にシュードセルコス
ポレラ・ヘルポトリコイデスのＷ株の胞子を接種する。
【０３６１】
　これらの植物を約１０℃の温度および８０％の相対大気湿度の温室に入れる。
【０３６２】
　評価は接種の２１日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３６３】
　（実施例Ｓ）
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　プシニア（Ｐｕｃｃｉｎｉａ）試験（コムギ）／保護的
【０３６４】
【表２１】

【０３６５】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３６６】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にプシニア・レコンジタ（Ｐｕ
ｃｃｉｎｉａ　ｒｅｃｏｎｄｉｔａ）の分生子懸濁液を噴霧する。これらの植物を２０℃
および１００％相対大気湿度の温置室内に４８時間留める。
【０３６７】
　この後、これらの植物を約２０℃の温度および８０％の相対大気湿度の温室に入れ、サ
ビ病膿疱の発症を促進する。
【０３６８】
　評価は接種の１０日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１０
０％の効力は感染が観察されないことを意味する。
【０３６９】
　（実施例Ｔ）
　ピレノホラ・テレス（Ｐｙｒｅｎｏｐｈｏｒａ　ｔｅｒｅｓ）試験（オオムギ）／保護
的
【０３７０】

【表２２】

【０３７１】
　活性化合物の適切な調製品を生成するため、活性化合物１重量部を記述される量の溶媒
および乳化剤と混合し、この濃縮物を水で望ましい濃度まで希釈する。
【０３７２】
　保護活性について試験するため、若い植物に活性化合物の調製品を記載される適用率で
噴霧する。噴霧コーティングが乾燥した後、これらの植物にピレノホラ・テレスの分生子
懸濁液を噴霧する。これらの植物を２０℃および１００％相対大気湿度の温置室内に４８
時間留める。
【０３７３】
　この後、これらの植物を約２０℃の温度および８０％の相対大気湿度の温室に入れ、サ
ビ病膿疱の発症を促進する。
【０３７４】
　評価は接種の７日後に行う。０％は対照に相当する効力を意味し、これに対して１００
％の効力は感染が観察されないことを意味する。
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